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は じ め に 


みな さん は [グリ ザイ コ 画 法 (技法 )] っ て 聞い た こと あり ます か ? 

グリ ザイ コ ユ 画 法 と は 、 下塗り の 段階 で 陰影 を モノ クロ で 塗り 分 け て 
お き 、 あ と か ら 色 を 重ね て いく 技法 の こと を 言い ます 。 

こう 聞く と な ん だ か 難し そう に 聞こ えま す が 、 や り 方 が わか っ て し 
まえ ば な ん て こと は あり ませ ん 。 

実は グリ ザイ コ 画 法 と は 、 比較 的 短 時 間 で 立体 的 で 重厚 感 の ある [ 厚 
塗り イラ スト ] を 仕上 げ る こと が で きる 、 ま お 手軽 な 彩色 画 法 な の で す 。 

本 書 で は 、CLIP STUDIO を メイ ン ツ ー ル と し て 、 グ リザ イコ ユ 画 法 で 
イラ スト を 作成 する 方 法 を 基礎 か ら 応用 まで を ひと と お り 解 説 させ て 
いた だ きま し た 。 

グリ ザイ コ ユ 画 法 を マス ター し て 、 あな た も 厚 塗り イラ スト に 挑戦 し 
て み ま し ょ う ! 


天領 寺 セ ナ 
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グリ ザイ コ ユ 画 法 の メリ ッ ト 、 
デメ リッ ト を は じ め 、 

従来 の 彩色 技法 と グリ ザイ ユ は 

どう 違う の か を 解説 し ます 。 


63:EIWE や : 


トド 1| グリ ザイ ユ 画 法 と は 


イラ スト の 彩色 方 法 は 色々 な も の が あり ます が 、 大 ま 
か に 分 ける と 、「 ア ニ メ 塗 り 」、「 水 彩 塗り 」「 厚 塗り ] の 3 
パタ ー ン に 大 別 さ れ ま す 。 

「 グ リザ イコ ユ 画 法 」 は 、 この うち 3 番目 の 「 厚 塗り 」 に 使 
され る こと が 多い 技法 で す 。 


グリ ザイ コ 画 法 使用 例 


精 級 な 描き 込み が な され て いる 厚 塗り は 、 ア ニ メ 塗 り 
や 水彩 塗り と いっ た 彩色 方 法 に 比べ て 、 作成 に より 多く 
の 時 間 が か か る と され て いま す 。 


厚 塗り は 油彩 や アク リル 画 の よう な 塗り 重ね を デジ タ 
ル で 模 し た 塗り 方 で 、 一 般 に 主 線 が な く 、 立体 感 や 重厚 


感 が ある た め リ アル 系 な ど と も 呼ば れ て いま す 。 海外 の 
ファ ンタ ジー イラ スト な ど で は 一 番 多 く 使 われ て いる 塗 
り 方 で す 。 


グリ ザイ コ ユ 画 法 は 、 時 間 の か か る 「 厚 塗り 」 を 比較 的 短 
時 間 で 完成 させ る こと が で きる 簡易 的 な 技法 と 言え ま 


元々 は 油彩 の 下 描き の た め の 技 法 で 、 下塗り の 段階 で 
無 彩 色 の グレ ー 庶 調 で 陰影 を 塗り 分 け て お き 、[ 乗 算 ] や 


[オー バー レイ ] な どの 合成 モー ド で 彩色 され た レイ ヤー 


を 重ね る こと で 着色 し て いき ます 。 


る 3 ~. ゃ : 
ト 2 】 従来 の 彩色 方 法 と グリ ザイ ユ 画 法 の 違い 
—— ーー ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 oe @e@@@@ 
従来 の 彩色 方 法 は まず 線画 を 作成 し 、 線画 の 下 に 追加 グレー 諸 調 で 陰影 を 描き 上 げ 、 その 後 色 を 乗せ てい きま 
し た レイ ヤー に 対し て ベー ス と な る 色 を 塗っ て いき 、 さ す 。 
ら に 影 色 を 描き 足し て いく 、 と いう 工程 を 経て 作品 を 完 つま り 、 従来 の 彩色 方 法 と は 逆 に 進め て いく こと に な 
成 さ せま す 。 「 グ リザ イコ 画 法 ] で は 、 最初 に モノ クロ の り ま す 。 


@ 通 常 の 彩色 工程 


1 
ザ が 
イ 
i 
画 
法 
4 
は 


| 
に | 


線画 ⑲ ベー スカ ラー 着色 影 付け 


⑩ 作画 @ 陰影 影 付け 着色 


グリ ザイ ユ 画 法 の 大 ま か な ワ ー ク フロ ー 
の 通常 の 彩色 工程 


旭 代 嗜 較 へ は ご 


人 グレ ー で 大 ま か な シ ル エ ッ ト を 描く 。 9 影 色 の み で ディ テー ル を 描き 加え て いく 。 


《 光源 の 位置 を 意識 し な が ら 、 光 の 当たる 箇所 を 明る い 色 で 塗り 重ね て 《⑳ ディ テー ル や 陰影 を 仕上 げ る 。 
立体 感 を 出し て いく 。 
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@ 彩 色 工 程 


ゆり 下地 と な る 色 を 合成 モー ド で 重ね て 彩色 し て いく 。 9 発色 を 見 な が ら [乗算 ]、[ ス クリ ー ン ]、[ オ ー バ ー レ イ ] な ど 合 成 モー ド 
を 変え て 塗り 定 し て いく 。 


エフ ェクト を 描き 足す 。 り 調整 レイ ヤー で グリ ザイ コ ユ 独 特 の くす み を 解消 する 。 
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共 代 味 園 ロキ ご 


グリ ザイ コ ユ 画 法 の メリ ッ ト 


立体 感 を 由 し や すい 


グレ ー の 諸 調 で 陰影 を 描い て いく の で 、 立 体感 を 出し 
や すい で す 。 


書 代 嗜 園生 ご 


線画 を クリ ン ナ ッ プ する 必要 が な い 


下絵 を 塗り 重ね て 仕上 げ て いく の で 線画 を クリ ン ナ ッ 
プ す る 必要 は あり ませ ん 。 

行き 当たり ば っ た り に 描き 重ね て 、 ア ドリ ブ を 盛り 込 
むこ と も 可能 で す 。 


影 色 を 考え な く て よい 


モノ クロ 下絵 の 陰影 が 適正 に 描か れ て いれ ば 、 上 に 重 
ね た レイ ヤー に 単色 を ベタ 塗り する だ け で 、 影 色 が 自動 
的 に 生成 され て いき ます 。 
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り の 工程 が シン プル な た め 、 
イヤ ー 枚 数 が 少な く て 済む 


影 色 用 の レイ ヤー が 必要 な く な る の で 、 それ だ け で も 
大 幅 に レイ ヤー 数 を 減ら すこ と に な り ま す 。 

使用 され る 色 数 が 多く な れ ば な る ほど レイ ヤー 数 の 差 
は 大 きく 開い て いき ます 。 


グリ ザイ ユ の レイ ヤー 数 


鞭 介 中 画 ロ へ 和 ま ご 


』 パ リエ ーション が 作り や すい 


通常 の 彩色 方 法 だ と 、 特定 の 箇所 の 色 を 変え る に は 、 
影 色 を 含め 対応 する レイ ヤー すべ て に 対し て 修正 を 施す 
必要 が あり ます が 、 グ リザ イ ユ の 場合 は 上 に 乗せ る レイ 通常 彩色 の レイ ヤー 数 
ヤー の 色 を 1 枚 塗 り 替 える だ け で す 。 


色 替 え 例 


色 替 え S 色 調 調整 例 日 
13 


鞭 介 中 画 ロ へ 坊 ご 
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グリ ザイ ユ 画 法 の デメ リッ ト 


下絵 の 作成 に 時 間 が か か る 


彩色 が 楽 な 分 、 グ レー 
か か る きら い が あ り ま す 。 
適正 な 陰影 を 描く に は 明暗 で 形 を と ら え る デッサン カカ 
が ある 程度 必要 と な り ま す 。 


調 に よる 下絵 の 作成 に 時 間 が 


簡易 な イラ スト や 、 
ライ ト な 作風 に は 向 か な い 


色 数 が 少な く 、 ア ニ メ 塗 り の よう な 陰影 の な い タ イプ 


の イラ スト の 場合 、 無理 に グリ ザイ ユ で 描く より 従来 の 
方 法 で 彩色 し た ほう が 簡単 で す 。 


色 が くす みや すい 


明度 差 の み で 陰影 を 付け る の で 、 影 色 に 色 温 度 に よる 
変化 が 生じ ませ ん 。 その た め 、 肌 な どの 影 色 に どう し て 
も グリ ザイ コ 独 特 の 色 の くす み が 発 生 し て し まい ます 。 


彩 度 UP 用 レイ ヤー を 
追加 し て くす み を 解消 


くす み を 解消 する に は 調整 レイ ヤー を 追加 し て 、 彩 度 
を 高め て や る 必要 が あり ます 。 


モク 帳 駅 絵 の 描き 訪 


グレ ー 庶 調 の モノ クロ 下絵 を 描く た め に 
も 必要 な セッ ティ ング を は じ め 、 
V 適正 な 陰影 を 描く た め の 
『 基礎 的 な 知識 を 紹介 し ます 。 


JHOR 嘉 @ 北 コロ N 補 
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ド ] | モノ クロ 下絵 用 に CLIP STUDIO を セッ ト ア ッ プ する 


カラ ー パ レッ ト の 設定 :HSV ス ライ ダー 


グリ ザイ コ 画 法 の ベー ス と な る モノ クロ 下絵 は 、 彩 度 
の な い 、 白 と 黒 の グレ ー ス ケー ル で 描か れ て いる 必要 が 
あり ます 。 

Photoshop に は グレ ー ス ケー ルモード が あり ます 
が 、CLIP STUDIO に は 搭載 され て いま せん 。 

そこ で 、 右 図 に ある 「 パ レッ ト 切 り 替 え ア イコ ン 」 を 
クリ ッ ク し て 、 カ ラー パレ ッ ト を RGB モ ー ド か ら HSV 
モー ド に 切り 替え ます 。 

※HSV と は 、 色 の 三 要素 、 色相 (Hue) 彩 度 (Satura 
tion) ・ 明 度 (Value) の こと を 表し ます 。 


H( 色 相 ) と S( 彩 度 ) の スラ イダ ー の 数 値 を それ ぞ れ 
0 に し 、 以降 は その つつ の ゲー ジ は 一 切 動 か さ な い よう 
に し て 、V( 明 度 ) ス ライ ダー の み を 左右 に 操作 し ます 。 ス 
ライ ダー の 動き に 応じ て 、 描画 色 が グレ ー 譜 調 で 変化 す 
る こと が わか り ま す 。 

これ で 、 グ レー 諸 調 の み を 使っ た モノ クロ 彩色 が 可能 
に な り ま す 。 


e RGB パ レッ ト 


ン | 


= 
100% 


100% 
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フラ シ 設 定 


私 の 場合 、 長年 SAl 使 用 し て いた 
の で 、 線画 や モノ クロ 下絵 作業 に は 
CLIP STUDIO で は な く 、SAI を 使 
し て いま す 
これ は 、CLIP STUDIO で は 描け 
な い 、 描き に くい と いっ た 理由 で は 
な く 、 単純 に 個人 的 な 「 慣 れ 」 の 問題 
な の で 、 みな さん は CLIP STUDIO 
で 描い て いた だ いて 問題 あり ませ 
ん 。 

SAI で 使用 し て いる ブラ シ は 、 右 
に 挙げ た [鉛筆] [エア ブラ シ ] [マー 
カー] [水彩 筆 ] [ 筆 ] の 5 つの み 。 

設定 は ほとん ど デ フォ ルト 状態 な 
の で 、CLIP STUDIO で 描く の と ほ 
と ん ど 違 い は あり ませ ん 。 


ブラ シ サ イズ や ブラ シ 濃 度 な ど 、 
ほとん どの 設定 は メニ ュー アイ コン 
を クリ ッ ク す る の で は な く 、 筆 圧 の 
加減 に よっ て 描き な が ら 調 整 し て い 
ます 。 

人 筆 圧 に よる ブラ シ の コン トロ ー ル 
は 、 思考 が 中 断 さ れる こと な く 描 き 
進め られ る の で 習得 する こと を オス 
ス メ し ます 。 


筆 圧 検知 レベ ル の 調整 は 、[ フ ァ イ 
ル ] > [ 筆 圧 検知 レベ ル の 調節 ] を ク 


リッ ク す る と 表示 され る 、[ 筆 圧 の 
動 調節 ] ウ ィ ン ド ウ で 行い ます 。 


区 + を 回 
グ の る 
マー カー 演 し け ム 選択 ペン 遂 所 | 
グ @ 2 % 
リカ ッ 2 値 ペ バン 水彩 事 エア ラッ 
B OES KX 
に 3 水 奉 業 上 昌 水彩 エア 7 ラッ 
A A AE 


リス 画用紙 ウレ ヨン ば か し キッス 画用紙 ウレ ゴン ほか し 


タル グル グー グ 


ほり 2 チャ な し 】 回 


@ マー カー 
38 症 252 生 。 小 末 和 
K/L 
カー | 治し ゴム 選択 ペン 選 毛 道 し 
る 2 疫 
7 ッ 2 値 ペン 水彩 箕 エア 7 ウッ 
CRL RK 
筆 [水夫 入 | 旧 水 彩 エア ガウ ッ 
と し と グ の KX 
キス ウレ ヨン ほか し 
2 の 0 ノーグ A 
EE ッ ド 百 Aamm 
ワラ ッ サ イズ 回 良二 50.0| 
最小 サイ ズ 0 
ワラ ツ 濃度 9 
【 通 常 の 円 形 】 回 
の 2 チ w な し 】 回 
色 29 
3 38 
FE 
反 画 品質 3 [本 | 
0 
最小 濃度 0 
最大 濃度 逢 圧 100% | 
得 圧 本 e 軟 58 


等 圧 : 必 濃度 サイ ズ 以 混色 


半生 17092 球 。 水 笠間 
グ KX 


A 
マー カー Uk 通 RA 通 | 
グ @ BR 時 


ケッ 2 値 パン 水彩 筐 エア ウッ 
A OFS RK 


記 水彩 第 旧 水 彩 エア 7 ウッ 
IY ン 
yt ウレ ヨン ほか し 
レー ンス ロ 


醒 軟 | 
圧 : 濃度 ピサ イズ 性 混色 
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ON 避 G 語 コロ N 


JON 剖 @ 北 コロ N ぎ 
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府 明 色 を 消し ゴム 代わ り に 使う 


[消し ゴム ] は 基本 的 に 使用 せ ず 、 代わ り に 透明 色 を 消 
し ゴム の 代わ り に 使用 し て いま す 。 

透明 色 を 消し ゴム 代わ り に 使う と 、 消し ゴム の ブラ シ 
サイ ズ や 濃度 な ど 、 ほ と ん どの 消し ゴム の 設定 を ブラ シ 
と 同じ く 筆 圧 の 加減 に よっ て 調節 する こと が で きま す 。 


CLIP STUDIO で は メイ ンカ ラー と 透明 色 の 切り 替え 
は 、 標準 の ショ ー ト カッ ト 設 定 で [C] キ ー に あて られ て 
いま す 。 

また 、 メ イン カラ ー と サブ カラ ー の 切り 替え は [X] 
キー に 当て られ て いま す 。 

モノ クロ 下絵 を 描く 際 に は どちら も 多用 する こと に な 
る ショ ー ト カッ トキ ー な の で 覚え て お く と 作業 効率 が 高 
まり ます 。 


人 筆 圧 で コン トロ ー ル する と 、 ア イコ ンク リッ ク に よる 
思考 の 中 断 が な く な り 、 より 感覚 的 に 描い て いく こと が 
で きま す 。 


ショ ー ト カッ ト :C 


トド 4 | クイ ッ ク ア クセ スパ レッ ト の 設定 


クイ ッ ク ア クセ スパ レッ ト 


クイ ッ ク ア クセ スパ レッ ト は 、CLIP STUDIO 
Ver.1.7.1 か ら 搭 載 され た 機能 で 、 使用 頻度 の 高い ツ 
ル を まとめ て 登録 し ユー ザー 独自 の パレ ッ ト を 作る こ 
と が で きま す 。 
[クイ ッ ク ア クセ ス ] パ レッ ト は 、[ ウ ィ ン ド ウ ] メニ ュー 
ー [クイ ッ ク ア クセ ス ] を 選択 する と 表示 され ます 。 デ 
フォ ルト 状態 で すでに セッ ト 1 が 設定 され て いま す 。 


クイ ッ ク ア クセ スパ レッ ト は 複数 登録 で きる の で 、 下 描 
き 用 彩色 用 ・ 仕 上 げ 用 な どの よう に 、 用 途 別 で 設定 する 
こと も 可能 で す 。 


デフ ォ ル ト で 設定 済み の 
セッ ト 1 


クイ ッ ク ア クセ スパ レッ ト に ツー ル を 登録 する に は ド 
ラッ グ & ド ロッ プ し て や る だ け で す 。 

ツー ル だ け で な く 、 ア クシ ョ ン な ども 同様 に ドラ ッ グ 
& ド ロッ プ で クイ ッ ク ア クセ ス に 追加 する こと が で きま 
す 。 


クイ ッ ク ア クセ スパ レッ ト へ の 登録 は ドラ ッ グ & ド ロッ プ で 行い ます 。 


クイ ッ ク ア クセ スパ レッ ト に は た くさ ん の 表示 方 法 が 記 
あり 、 また サブ ツー ル に ユー ザー 独自 の アイ コン を 設定 
する こと が で きる な ど 、 か な り 自 由 度 が 高い 設計 に な っ 
て いま す 。 
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ON 避 G 庫 コロ Ne 面 


普段 彩色 用 に 使用 し て いる オリ ジ ナ ル 設 定 の パレ ッ ト 


と 、 各 種 ツ ー ル の プロ パテ ィ で す 。 
ほとん どこ の クイ ッ ク ア セス パレ ッ ト 内 に ある ツー ル 
だ け で 彩色 が 完了 し ます 。 


水 多め 
ブラ シ サ イズ Es 
ー 50.0 
= 
E | 委 
テグ 
回 9 
人 手 ブレ 補正 
描 入り 抜き 
也 指定 方 法 


Y 入り 


Y 抜き 


入り 抜き 
指定 方 法 
Y 入り 


Y 抜き 
] 


Y 速度 に 


mm !000 


mm 000 
る 入り 抜き 
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影 の 描き 方 


影 の 落ち 方 の 基礎 


物体 が 作り 出す 影 は 、 物体 の 輪郭 を か すめ た 光 が 床 面 
に 接地 する こと で 形作ら れ ま す 。 

光源 の 位置 と 床 に 引い た 補助 線 が あれ ば 、 物体 の 落と 
す 影 の 形状 を 求め る こと が で きま す 。 


斗 唱 難 8 部 ロロ NY 
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VHOR 剖 @ 北 コロ N ぎ 
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照り 返し 

前 ペー ジ の 影 の 付け 方 に は 不 自然 な と ころ が あり まし 
た 。 
それ は どの オブ ジェ に も 照り 返し (反射 光 ) が 一 切 は いっ 
て いな いと いう こと で す 。 


光 は 直接 光 と 反射 光 の ふた つ に 分 類 され ます 。 

@ 直接 光 : 光 源 か ら 直 接 届く 光 

@ 反射 光 : 床 や 壁 な ど に 当たっ て 跳ね 返さ れ た 光 

反射 光 は 反射 時 に 拡散 され た 光 な の で 、 当然 直接 光 よ 
り 絞 く 暗め に な り ま す 。 


向かっ て 左 は 一 見 、 問題 な さそ う で す が 、 照り 返し の 
面 が 直接 光 に 照ら され た 部 分 と 同等 の 明る さ に な っ て い 
ます 。 これ は 反射 光 に よる も の で は な く 、 別 の 光源 が 当 
た っ て いる 場合 の 影 の 付き 方 で す 。 

右 の 円 柱 は 直接 光 の 当たる 面 に 比べ て 照り 返し の 光 が 
暗く 、 適 正 な バラ ンス と な っ て いま す 。 


キャ ラク ター に 直接 光 と 反射 光 を 反映 させ て 陰影 を 描 
き 込 ん だ も の が 右 の 図 と な り ま す 。 

この よう に ら つ の 光 を 意識 し て 加 部 の 陰影 を 塗っ て い 
く こ と で 、 存 在 感 が ぐっ と 上 が っ た こと が わか り ま す 。 

光 を 使い 分 け て 、 立 体感 が ある イラ スト を 目指 し ま 
し ょ う 。 


ヘン 


を 照り 返し が 入る こと を 考慮 し て 塗ら れ た 影 


トド 6 | 影 を 付け る or 光 を 射す 


一 般 的 な 彩色 で は 、 まず 明る い 色 で ベー スカ ラー を 
塗っ て か ら 影 色 を 付け て いき ます 。 

これ は 薄い 色 か ら 順 に 濃い 色 を 塗っ て いく 水彩 画 の 塗 
り 方 を ベー ス に し た 彩色 方 法 で す 。 


OH 避 G 紗 コロ N 


いっ た ん 暗い 影 色 で 塗り つぶ し て お いて か ら …… 光 の 当たり 具合 を 考え て 影 を 削る よう に し て 明る い 部 分 を 浮か び 上 が ら 
せ て いく 。 


一 方 グリ ザイ コ 画 法 は 油彩 が ベー ス に な っ て いる の 
で 、 モ ノ ク ロ 下絵 を 描く 際 に は 従来 の 方 法 と 逆 に 、 先 に 
影 色 で 塗り つぶ し て お いて か ら 光 の 当たり 具合 を 考え な 
が ら 明 る さ を 塗り 重ね て いく 塗り 方 を し た 方 が 、 よ り 立 
体感 を 把握 する こと が で き 、 厚 塗り 独特 の 重厚 感 な タッ 
チ に な りや すい で す 。 
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[7| 影 付け と ハイ ライ ト に よる 質感 表現 


eeeeee 


ハイ ライ ト や 影 の 濃度 、 付け 方 に よっ て 、 モ ノ ク ロ で 
パ Mn RSE So 
や に サン プル を いく つか 用 意 し まし た の で 材質 に よ 
a aes 究 し て くだ さい 。 


ウ 
し 7 
ロ 
下 
絵 
の 
描 


き 
方 @ 硬 質 プ ラス ティ ッ ク 
ハイ ライ ト が 小さ く 、 く っ きり に な る に つれ て 、 硬 質感 が 出 て きま す 。 


レン 


@ 硬 質 ブ ラス ティ ッ ク ら 
ハイ ライ ト と 反射 の 映り 込み 具合 に よっ て 、 樹 脂 っ ぽ い 質感 を 出す こと が で きま す 。 


so 


@ ペ ベイ ント され た メタ ル 、 ス チー ル 、 ク ロー ム 
金属 の 質感 を うま く 出す に は 、 重 み を 感じ させ る よう に 影 を 濃い 目 に 付け て や り ます 。 


N 


弄 
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ク 
品 
下 
絵 
の 
描 
き 
方 


る パー ル 、 ラ バー 樹脂 、 ソ フト プラ ステ ィ ッ ク 
ハイ ライ ト を 柔らか くす る と 、 マ ッ ト な 質感 と な り ゴ ム な どの 弾性 の ある 材質 感 を 出す こと が で きま す 。 


@ 粘土 、 半 透明 ゼリー、 色 の つい た ゼリー 
ハイ ライ ト の 入れ 方 に よっ て 透明 感 を 感じ させ る こと が で きま す 。 


@ 半 透明 、 半 透明 樹脂 、 ク ロー ム メ ッ キ 
輪郭 が 明る く な る と 、 お ほぼ ろ げ な 印象 に な り ま す 。 
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ト 8 | 適性 な 陰影 を 把握 する た め の ト レー ニン グ 方 法 


eeeeeee 


司 景 写真 を モノ クロ 変換 する 


JHOR 嘉 @ 北 コロ で 畔 
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カラ ー 画 像 を [色調 補正 ]> [色相] 
[ 彩 度 ] [明度 ] で 彩 度 ゲー ジ を 0 に す 
る と モノ クロ 化 さ れ ま す 。 

風景 写真 な ど を モノ クロ 化し て 光 
の 加減 や 陰影 の で き 方 を 観察 する 
と 、 影 を どれ ぐら い 描 き 込ん で や る 
の が 適正 な の か を 把握 し や すく な り 
ます 。 

最初 か ら モ ノ ク ロ の も の より も 、 
カラ ー 写 真 を 加工 し た も の の ほう が 
加工 の 前 後 で 比較 する こと が で きる 
の で 理解 が 深まり ます 。 


@ モノ クロ 化 前 後 の 風景 写 真 
i 


am ーー 
ll 計 で 


中 
| 


過去 の 自作 イラ スト を モノ クロ 化し て みる 


過去 に 描い た 自作 の カラ ー イ ラス ト が ある 場合 は 、 モ また 、 そ うし て で きた モノ クロ 素材 に 、 再度 合成 モー 
ノ ク ロ 化し て みる と いい で し ょ う 。 ド で 色 を 重ね て いき 、 元 の 色調 に 復元 で きる か 試し て み 


自分 の 描い た イラ スト で すか ら 、 当然 自分 の 好み に る と 、 グ リザ イ ユ の 陰影 が どの よう に 彩色 に 影響 を 及ぼ 
合っ た 色調 で 塗ら れ て いる の で 理想 的 な 陰影 サン プル と す の か 理解 が 深まり ます 。 
な っ て いる は ず で す 。 


@ 自作 カラ ー イ ラス ト の モノ クロ 化 
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JHOH 畜 G 庫 コロ N < 還 


TOR 剖 @ 北 コロ N ざ 


19 | 空気 


る パー スペ クティ ブ の 描画 方 法 が 注 


色 の 濃淡 に よっ て も 、 遠 近 感 を 表現 する こと が で きま す 。 


手前 に ある も の は 輪郭 が は っ きり 
し 、 色 も 鮮やか で す が 、 遠景 に な る 
に つれ て 、 う っ すら と 青み が か り 霞 
ん で いき ます 。 
これ が 空気 遠近 法 で す 。 

空気 遠近 法 は 空気 感 を 表現 する た 
め 、 主 に 屋外 風景 で 効果 を 発揮 し ま 
す 。 


右 の 図 は 上 の 風景 写真 の 彩 度 を 落 
と し て グレ ー ス ケー ル 化 し 、 さら に 
コン トラ スト を 強く し た も の で す 。 
より 遠近 感 が 強調 され た こと が わか 
り ま す 。 


人 間 の 目 に は 、 赤 や 黄色 な どの 暖 
色 系 の 色 の 方 が 手前 に ある よう に 感 
じ ま す 。 その 反対 に 、 青 な どの 寒色 
系 は より 奥まっ て いる よう に 感じ ま 
す 。 

この 法則 を 応用 し 、 彩色 時 に 遠く 
の も の は 青み が か っ た 寒色 系 、 手前 
の も の は 暖色 系 で 彩色 する と 、 興行 
き 感 が 表現 し や すく な り ま す 。 


近 法 と 色彩 遠近 法 


遠近 感 と 言え ば 一 点 透 視 法 な どの よう に 、 線画 に お け 
され が ち で す が 、 


それ が 空 


気 遠近 法 と 呼ば れる 手法 で す 。 


空気 遠近 法 は グリ ザイ コ ユ 画 法 の モノ クロ 下絵 に 応用 が 
利く の で 、 


ーー 
月 京 


を 描く 際 に は ぜひ 実践 し て みて くだ さい 。 


稿 店 電 一 ド 


グリ ザイ ユ 画 法 で は 合成 モー ド に よっ て 
彩色 を 施し て いき ます 。 

ここ で は CLIP STUDIO に 搭載 され て いる 
8 種類 の 合成 モー ド の 効果 に 関し て 
還 。 解説 し て いき ます 。 


テー 中 


合成 モー ド と は 


下 に ある レイ ヤー に 対し て 、 上 の レイ ヤー が どう いっ 
た 効果 で 合成 を する か を 設定 で きる 機能 で す 。 合成 モー 
ド の 効果 を 把握 し て お く と 、 彩色 の スピ ー ド や クオ リ 
ティ が 格段 に アッ プ し ます 。 


グリ ザイ ユ で は モノ クロ 下絵 に 合成 モー ドレ イヤ ー を  @[ 合 成 モ ー ド ] 全 28 種 
重ね て 彩色 し て いき ます 。 

CLIP STUDIO に は [通常 ] か ら [輝度 ] ま で 全部 で 28 
種類 の 合成 モー ド が 搭載 され て いま す 。 

ここ で は すべ て の 合成 モー ド の 効果 に 関し て 解説 し て 
いき ます 。 

彩色 する 際 に は 、 効果 を 把握 し た うえ で 、 欲し い 効 果 


に 合っ た 合成 モー ド で 彩色 し て いき ます 。 1 t 寺 ( 計 
載 (8 朋 


レイ ヤー の 合成 モー ド は 、 初期 状態 で は [通常 ] に 設定 さ 
れ て いま す 。 

[不透明 度 ] を 10096 に し て 描い た も の は 、 下 の レ イヤ ー 
が 透け ませ ん 。 

合成 モー ド を 変更 する と 、 下 の レ イヤ ー に 与え る 効果 を 
変更 で きま す 。 


下 の レ イヤ ー を 基本 色 、 上 の レイ ヤー を 合成 色 、 合成 
に よっ て 生成 され る カラ ー を 結果 色 と 呼び ます 。 

基本 色 に 当たる レイ ヤー が 透明 だ と [通常 ] 以 外 の 合成 
モー ド は 反映 され ませ ん 。 
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常 
初期 設定 の 合成 モー ド で す 。 
下 に ある 基本 色 レ イヤ ー と 、 設定 中 の レイ ヤー の 色 が そ 
の まま 重なっ て 表示 され ます 。 


比較 ( 暗 ) 


[比較 ( 暗 )] は 、 基本 色 と 設定 レイ ヤー を 比べ て 、 より 暗い 方 の 色 を 採用 し て 
合成 し ます 。 比較 基準 は RGB の 値 に よっ て 決ま り ま す 。 


@ 基本 色 合成 色 を 合成 結果 


信 こ れ は [比較 ( 暗 )] モ ー ド を 合成 し た も の で す 。 わか りや すく 単色 に し て あ 
り ま す 。 合 成 色 が 重ね られ た 結果 、 星 型 の 色 が 基本 色 の と きよ り 緑 っ ぼく な っ 


eo @ @ @⑥ @⑥ ee 6 @ 
の 9 @ @ @ @ @ @ © © @ © @ 
9 の @ @⑥ ee ee @ @ @⑥ © @ 
0 @ @⑥O @ @⑥ @ @ @ @ @9 @⑥ @ 
lo @ @⑥ @ @ @e @ @ @ @ @⑥ @ 
le e @o @e @ @ @ @ @ @e @ @ 
Io @ @⑥ @ eee @ @ @ lo ee 
e @e @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ 


[比較 ( 暗 )] モ ー ド で 中 央 の ドッ ト 模 様 を 重ね る と 、 ド ッ 
ト の 色 よ り も 暗い 色 の と ころ は 合成 され ず 、 ド ッ ト の 色 
より 明る い 色 の と ころ に だ け 友 映 さ れ ま す 。 
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@ 
3 @ 
ド @ 


(※ 透 明 色 と な っ て 反映 され な い ) 


て 表示 し ます 。 結果 色 の 予想 が し や すく 、 使い や すい 効 
果 の ひと つ で す 。 


結果 色 は 暗い カラ ー に な る 


どの 色 も 黒 を [乗算 ] す る と 結果 は 黒 に な る 
白色 を [乗算 ] し て も 効果 は な い 


焼き 込み カラ ー 


し ます 。 


は 変化 が あり ませ ん 。 
[色調 補正 ]> [レベ ル 補 1 


す 。 
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[焼き 込み カラ ー] は 、 銀 塩 写真 の [焼き 込み ] の よう な お 効 
果 が 得 ら れ ま す 。 


基本 色 レ イヤ ー を 暗く し 、 合成 色 の コン トラ スト を 強く 


音 い と ころ は より 暗く な り ま す が 、 


いと ころ 


F] で も 、 同 等 の 効果 が 得 ら れ ま 


焼き 込み (リニア ) 


[焼き 込み (リニア )] は 、 基 本 色 を 暗く し て 合成 色 を 反映 
し ます 。 

[焼き 込み カラ ー] の 場合 は コン トラ スト が 強く な り ま す 
が 、[ 焼 き 込 み カ ラー (リニア )] の 場合 は 全体 的 に 暗く な 
る だ け で コン トラ スト に は 影響 が あり ませ ん 。 
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減算 


重ね る 色 と の 差 を 減算 し て 
合成 後に は 元 の 色調 より 暗い 色 に な り ま す 。 


減算 処理 に よる 基本 色 と 設定 レイ ヤー の 合成 結果 例 。 司 / 
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比較 ( 明 ) 


[比較 ( 明 )] は 、 重 な り 合っ た 基本 色 と 合 成 色 を 比較 し 、 よ 
り 明る い 方 の 色 を 採用 し て 合成 し ます 。 


[比較 ( 暗 )] に 比べ る と [比較 ( 明 )] は 結果 が 推測 し や すい 
た め 、 使 い 勝手 が いい で す 。 
右 図 の よう な 幻想 的 な 効果 に 力 を 発揮 し ます 。 
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[スク リー ン ] は [乗算 ] の 逆 パ ター ン と な り ま す 。 [乗算 ] と 逆 の 効果 な の で 、[ ス クリ ー ン ] を 重ね る ほど 、 
@ 結果 色 は 明る い カ ラー に な る 合成 結果 の 色 は 白く 明る く な っ て いき ます 。 


@ 白色 を [スク リー ン ] に する と 結果 は 白色 に な る 
@ 黒 を [スク リー ン ] に し て も な に も 反映 され な い 
と いう こと に な り ま す 。 


し し 


[乗算 ] の 場合 、 重 な っ た 部 分 の 色 が 濃く な り ま す 。 [スク リー ン ] の 場合 、 重なっ た 部 分 は 明る く な り ま す 。 残り の 部 分 は 下 の 
レイ ヤー が 白色 の た め な に も 反映 され ませ ん 。 


[スク リー ン ] は 調整 レ し イヤ ー や エフ ェクト な ど 広 範 
使用 され る 応用 範囲 の 広い 合成 モー ド で す 。 
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履い 焼き カラ ー 


銀 塩 写真 の [覆い 焼き | の よう に 、 下 に ある レイ ヤー の 色 
を 明る く 、 コ ント ラス ト を 弱く し ます 。 

設定 レイ ヤー が 黒 だ っ た 場合 は 、 下 の レイ ヤー の 色 が そ 
の まま 反映 され ます 。 


覆い 焼き (発光 ) 


[覆い 焼き (発光 )] は [焼き 込み カラ ー( リ ニア )] の 逆 パ 
ター ン で す 。 基本 色 を 明る くし て 、 全体 的 に 明る くし ま 
す 。 

[覆い 焼き カラ ー] より も 強い 効果 が 得 ら れ ま す 。 

黒色 は 反映 され ませ ん 。 
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で 
| 
R 


下 に ある レイ ヤー の 
し ます 。 
デジ タル で 色 を 加算 する と 明る い 色 に 変化 し ます 。 


色 に 、 設定 中 の レイ ヤー の 色 を 加算 
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加算 (発光 ) 


も 
ァ ァ 
に 
pr アン 


ee 


EN ho 
@ P| 
TB IWCI 


[加算 ] よ り も 強い 効果 が 得 ら れ ま す 。 
発光 感 が 簡単 に 得 ら れる の で 、 ハ イラ イト や 光線 な ど に 
使わ れ ます 。 


※ [覆い 焼き (発光 )] [加算 ] [加算 (発光 )] は Photo _ その まま の 合成 モー ド で PSD 変 換 し 、Photoshop で 読 
Shop に 搭載 され て いな い の で 、 コ ン バ ー ト する 際 に は 、 み 込 むと 、CLIP STUDIO 上 で の 表示 と ギャ ッ プ が 生じ 
あら か じ め 別 の レイ ヤー と 結合 する な ど し て 通常 モー ド て し まう の で 注意 し て くだ さい 。 

に 変換 し て お きま し よう 。 
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重ね た 部 分 の 色 が 、 明る い 場 合 は [スクリーン] 効果 で よ 
り 明る く 、 暗 い 場合 は [乗算 ] 効 果 で より 暗く な り ま す 。 
下 の レ イヤ ー の 白色 部 分 に は 反映 され ませ ん 。 


乗算 で 影 色 を 付け よう と する と き 、 マ スク を か け な い と 
背景 の 白色 に まで 色 が 反映 され て は み 出 し て し まい ま 
す 。 


オー バー レイ の 場合 は 、 合成 され た 色 は 乗算 と 同じ で す 
が 、 背景 の 白色 に は 反映 され な い の で 、 マ スク な し で も 、 
マス ク を か けた よう に 影 色 を 重ね る こと が で きま す 。 


ソフ トラ イト 


ソフ トラ イト ] は 、[ オ ー バ ー レ イ ] よ り も コン トラ スト 
が 弱く 効果 が 出 ます 。 

※ [ソフ トラ イト ] と [オーバーレイ] は 下 の レ イヤ ー が 
明る い 色 だ と 描画 効果 が 薄く な り ま す 。 

色 の 場合 、 描画 され な く な る の で 、 マ スキ ング せ ず に 
影 色 を 付け る こと が で きま す 。 


設定 レイ ヤー の 輝度 に 応じ て 、 明る い 色 を 重ね た 場合 、 
[スク リー ン 」] 効 果 で 明る い 色 に な り ま す 。 
暗い 色 を 重ね た 場合 、[ 乗 算 ] 効 果 で より 暗い 色 に な り ま 
す 。 

[ハー ドラ イト ] は 、[ オ ー バ ー レ イ ] よ り も コン トラ スト 
が 強く 効果 が 出 ます 。 

の レイ ヤー の 白色 部 分 に も 効果 が 反映 され ます 。 


ハー ドラ イト 
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アー 中 
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差 の 絶対 値 


下 に ある レイ ヤー の 色 か ら 設 定 中 の レイ ヤー の 色 を 減算 
し 、 その 絶対 値 を 採用 し て 下 の レ イヤ ー の 色 と 合 成 し ま 
す 。 

ソラ リゼ ーション (色調 反転 ) に 近い 効果 を 得 られ ます 。 


ビビ ッ ドラ イト 


設定 レイ ヤー の 色 に 応じ て 、 コ ント ラス ト に 強弱 を 付け 
て 合成 し ます 。 

明る い 色 を 重ね る と [焼き 込み ] を 適用 し て 画像 を 明る く 
し 、 暗い 色 を 重ね る と [覆い 焼き ] を 適用 し て コン トラ ス 
ト の 強い 画像 に し ます 。 
下 の レ イヤ ー が 白色 の 場合 は 効果 が 反映 され ませ ん 。 


リニア ライ ト 


設定 レイ ヤー の 色 に 応じ て 、 明る さ を 増 減 し て 合成 し ま 
す 。 

設定 レイ ヤー の 輝度 が 高い 場合 は 画像 を 明る くし 、 輝度 
が 低い 場合 は 、 よ り 暗 くし ます 。 

の レ イヤ ー の 白色 部 分 に も 効果 が 反映 され ます 。 


設定 レイ ヤー の 色 に 応じ て 、 画像 の 色 を 置換 し て 合成 し 
ます 。 

設定 レイ ヤー の 輝度 が 高い 場合 、 下 の レイ ヤー の 明度 が 
それ より 暗い 部 分 の み 、 設 定 レ イヤ ー の 色 に 置き 換え ら 
れ ま す 。 設定 レイ ヤー の 輝度 が 低い 場合 、 下 の レイ ヤー 
の 明度 が それ より 明る い 部 分 の み 、 設定 レイ ヤー の 色 に 
置き 換え られ ます 。 
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ハー ドミ ックス 


設定 レイ ヤー の RGB の 各 値 を 、 下 の レイ ヤー の RGB の 
名 値 に 追加 し ます 。 


RGB そ れ ぞ れ の 値 の 合計 が 255 以 上 に な る 場合 、255 
に 変換 し ます 。 


値 の 合計 が 255 に 満た な い 場 合 は 0 に 変換 し ます 。 


ト の レイ ヤー が 


色 の 場合 は 効果 が 反映 され ませ ん 。 


除外 


スト が 低め に 合成 され ます 。 
下 に な る レイ ヤー の 色 が 白色 の 場合 、 設定 レイ ヤ 
は 反転 状態 で 合成 され ます 。 
下 に な る レイ ヤー の 色 が 黒 だ っ た 場合 は 設定 レイ 
の まま の 色 が 表示 され ます 。 


設定 レイ ヤー と 下 の レ イヤ ー の 輝度 を 比較 し 、 輝 
い 方 の 色 を 表示 し ます 。 


[ 差 の 絶対 値 ] に 近い 効果 で 、[ 差 の 絶対 値 ] よ り コ ント ラ 


ー の 色 


ヤー ぞ 


度 が 低 
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カラ ー 比 較 ( 明 ) 


設定 レイ ヤー と 下 の レ イヤ ー の 輝 
い 方 の 色 を 表示 し ます 。 
下 の レ イヤ ー が 白色 の 場合 は 効果 が 反映 され ませ ん 。 


度 を 比較 し 、 輝度 が 高 


の 各 RGB 値 で 害 


下 の レ イヤ ー の 名 RGB 値 を 、 合 成 色 レイ ヤー の 


り ま す 。 


の レイ ヤー が | 


色 の 場合 は 効果 が 反映 され ませ ん 。 


ドド の レイ ヤー の 輝度 と 彩 度 の 値 を 維持 し た まま 、 設定 レ 
イヤ ー の 色相 を 適用 し ます 。 
下 の レ イヤ ー が 白色 の 場合 は 効果 が 反映 され ませ ん 。 


下 の レ イヤ ー の 輝度 と 色相 の 値 を 維持 し た まま 、 設定 レ 
イヤ ー の 彩 度 を 適用 し ます 。 
の レイ ヤー が 白色 の 場合 は 効果 が 反映 され ませ ん 。 
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トド の レイ ヤー の 輝度 の 値 を 維持 し た まま 、 設定 レイ ヤー 
の 色相 と 彩 度 を 適用 し ます 。 
下 の レ イヤ ー が 白色 の 場合 は 効果 が 反映 され ませ ん 。 


輝度 


下 の レ イヤ ー の 色相 と 彩 度 の 値 を 維持 し た まま 、 設定 レ 
イヤ ー の 輝度 の み を 適用 し ます 。 
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鎧 を まとっ た 大 天使 長 を 、 
正統 派 厚 塗り 風 に 描い て いき ます 。 
as 試行 錯誤 を フレ キシ ブル に 取り 入れ た 
a モノ クロ 下絵 の 描き 方 や 、 陰 影 の 調整 
質感 の 出し 方 な ど を 紹介 し ます 


1 4 モノ クロ 下絵 を 描く 


最初 の 作例 で は 、 グ リザ イコ ユ 画 法 が 得意 と する 「 厚 塗 線画 を クリ ン ナ ッ プ する 必要 は な い の で 気軽 に 修正 や 
り 」 イ ラス ト の 作成 プロ セス を 、 順に 紹介 し て いき ます 。 描き 直し が 行え ます 。 
モノ クロ 下絵 は グリ ザイ コ 画 法 の 要 で す が 、 描き 損 じ 深刻 に と ら え すぎ ず 、$ 


各 ク ロッ キー に 落書 き の 楽し 


や 失敗 を 恐れ ず 、 ア ドリ ブ を 生か し て どん どん 塗り 重ね " さ が 加 わっ た も の と し て 楽し みな が ら 描 き 始 め て いき ま 
て いき まし ょ よう 。 し ょ う 。 


| 
| ン | 


最初 に 塗り 漏れ 防止 の た め に キャ ン バ ス を 薄め の グ ご く 大 ま か な シ ル エ ッ ト を 描い て いき ます 。 

レー で 塗り つぶ し ます 。 人 筆 が 走っ て 偶然 、「 羽 が 生え て いる 」 よ うに 見 えた の で 、 
今回 は アイ デア スケ ッ チ すら 起こ さ ず 、 ぶっ つけ 本 番 その まま 生か し て 描き 進め ます 。 

で 心 の 赴く まま 塗り 重ね て いく こと に し ます 。 


こん な ふう に 行き 当たり ば っ た り に 描き 始め て も 、 最 この 段階 で は 、[ 透 明 色 ] を 消し ゴム 代わ り に 使う こと 

終 的 に な ん と か な っ て し まう の も グリ ザイ ユ な ら で は な も な く 、 描 き損 じ た ら どん どん 上 に 塗り 重ね て いき ます 。 

いで し ょ うか が 。 表情 や 目線 も 、 と りあ え ず 描い て みて か ら 修 正 を 入れ て 
いき ます 。 
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( 画 庫 同 ) 義 湾 汗 ー 


( 男 こ 税 同 ) 靖 溢 汰 装 - 宇 幸 
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な ん と な く 女 性 の つも り で 描き 始め た の で す が 、 いつ 


の 間 に か 男性 っ ぽい 顔立ち に …… 


と りあ え ず 立体 感 を 把握 する た め に 影 を 落と し て み ま 


す 。 


うつ むき 加減 な の が 気 に な つた の で 、[ 投 げ な わ 選 択 ] 


で 顔 を 選択 、[ 変 形 ] で 少し だ け 
す 。 


回 


転 さ せ て 目線 を 上 げ ま 


頭 部 の 光 の 当たる 部 分 に 薄い 色 を 重ね 、 そ の 流れ で 髪 
の 毛 を 描き 足し て いき ます 。 


そろ そろ 「 鎧 を 着 た 大 天使 ] の イメ ー ジ が 固まっ て き 
まし た 。 

「 着 せ て いく 」 イ メー ジ で 鎧 の フォ ルム を 重ね て いき ま 
す 。 


覆い か ぶさ る よう に 右 の 羽 の シル エッ ト を 描き 足し ま 髪型 を 決め て 、 羽 の 影 を 落と し ます 。 
す 。 羽 の ボリ ュー ム 感 を 考え な が ら 逆光 で 浮か び 上 が る 羽 
毛 を 描き 足し ます 。 


光 の 方 向 を 考え 、 肩 ア ー マ ー や マフ ラー を 塗り 足し て 左 奥 の 羽 の フォ ルム 、 鎧 部 分 な ど 細 か い デ ィ テ ー ル に 
いき ます 。 着手 し は じ め ま す 。 


( 男 税 同 ) 順 洪 対 オ ー 必 


( 男 こ 税 同 ) 交 溢 汗 装 - 宇 幸 
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光源 を 明確 に する た め に 左上 の 空間 に 薄く 白 を 重ね ま 
す 。 


羽 の 輪郭 を 描き 足し 、 


鎧 の フォ ルム や 羽 の フォ ルム を 決め て いき ます 。 


羽 の 1 枚 1 枚 に 照り 返し の ハイ ライ ト を 付け て いき ま 
す 。 


肩 ア ー マ ー の 形状 に は 少し 悩み まし た 。 

肩 の ペー ス を 描い た 後 、 ー ル 部 分 を 別 レ イヤ ー 
に し て 、「 あ ー で も な いこ 一 で も な い ]」 と 何 度 も 描き 直し 
て いま す 。 


時 間 の な いと き は 別 で す が 、 こう し て 試行 錯誤 を 重ね 
て 描き 替え て いく の も グリ ザイ ユ の 醍醐 味 な の で 、 楽し 
みな が ら や っ てい ます 。 


作 
例 
1 
大 
天 
使 
長 
厚 
り 
に 


( 男 こ 税 同 ) 聞 溢 汗 装 - 宇 幸 
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胴体 部 分 の 面取り 。 面 ご と に 大 ま か に 色分け し て いき 


ます 。 


面 の 境界 線 の エッ ジ が 立っ て いれ ば シャ ー プ に 、 滑ら 


か な 面 は グラ デー ショ ン さ せ て 塗り 分 け ま す 。 


反射 や 照り 返し 、 影 の 付き 方 を 考え な が ら 塗 っ て いき 
ます 。 

慣れ な いう ち は 写 真 な ど を 参考 に 塗っ て いく と いい で 
し ょ う 。 


パー ツ の 合わ せ 


な ど 、 金属 が どの よう に 加工 され て 
いる か 考え な が ら デ ィ テ ー ル を 付け て いき ます 。 


鎧 の フチ の 厚み な ど が お ざ な り に 描か れ て いる と 、 


安っぽ い コ スプ レ 


こ な っ て し まい ます 。 


肩 ア ー マ ー に ディ テー ル を 追加 し て いき ます 。 レリーフ 状 の ディ テー ル を 施し ます 。 


( 還 こ 税 同 ) 清 溢 汗 - 境 穴 


手甲 部 分 に も 装飾 を 施し ます 。 対称 性 な どの つじ つま を 考え な く て いい の で 、 思う 存 
今回 は 構図 的 に 、 片方 し か 手甲 が 見 えな い の で 、 左 右 分 に ディ テー ル を 付け て いき ます 。 
で ディ テー ル の 対称 性 を と る 必要 は あり ませ ん 。 
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) 滞 洲 汗 汗 - 室 幸 


レイ ヤー に 数 パタ ー ン の 羽 を 描き 起こ し 、 複製 を 配 


置 し て いき ます 。 
まず は 黒色 で シル エッ ト を 描き 、 その 上 か ら 薄 い 色 


を 
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ね て ディ テー ル を 付け て いき ます 。 


複製 を 配置 し て か ら 個 々 に 変形 や 修 


E を 加え 、 影 を 描 


き 加 えて コピ ー 感 を な くし ます 。 


胴体 の ディ テー ル を 付け て いき ます 。 スリ ッ ト を 描き 入れ 、 金 属 の 光沢 感 を 加え て いき ます 。 


( 還 こ 税 同 ) 靖 溢 汁 - 境 穴 


順調 に 描き 進め て いま し た が 、 な ん だ か し っ くり きま 少し で も 迷っ た ら 忠 踏 せ ず 描 き 直 し ます 。 
せん 。 直 線 で 構成 され た 胴体 に 違和感 が ……。 アー ル を 生か し た 胸部 デザ イン に 変更 で す 。 
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) 滞 洲 汗 汗 - 宇 幸 


司 


( 画 に 騰 


単色 の 鎧 だ と 面白 く な い の で 、 パ ー ツ ご と に 塗り 分 け て パー ツ ご と に 濃度 を 変え た 影 色 を 落と し 、 色合い や 材 
いき ます 。 質感 の 違い を 付け ます 。 


右 羽 に 羽 を 盛り ます 。 天使 長 の 持つ 武器 の 柄 を 追加 し ます 。 
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鎧 胸部 の 形状 変更 に 合わ せ て 胸元 の マフ ラー も 描き 替 
えま す 。 


ハイ ライ ト や 影 を 描き 重ね 、 全体 的 な メリ ハリ を 調整 
し て モノ クロ 下絵 の 完成 で す 。 


さら に 、 胸 部 パー ツ に ディ テー ル を 追加 し て 肩 ア ー 
マー と デザ イン 的 な つなが り を 強調 し ます 。 
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) 滞 洲 汗 汗 - 室 幸 


に か | 


( 画 こ 
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彩色 に 移る 前 に 、 陰 影 が 適正 に な つて いる か 、 合 成 モー 
ド [カラー] で 色 を 重ね て チェ ッ ク し ます 。 


チェ ッ ク 用 に は 図 の よう な セピア フィ 
調 の 色 を 使用 し て いま す 。 


グレ ー ス ケー ル だ け で 描い て いる と 、 感覚 が マヒ し て 
し まう こと が あり ます 。 

大 ま か な 色 を 付け て チェ ッ ク す る と お か し な と ころ を 
見 付け や すい で す 。 


チェ ッ ク し た 結果 、 類 か ら 吾 に か け て 顔 に 落ち た 影 が 
強 す ぎ て 立体 感 に 逐 し く 、 色 が くす みや すそ うな こと に 
気付 きま し た 。 

グリ ザイ ユ に は 、 肌 の よう な 薄め の 色 や 彩 度 の 高い 色 
は た だ で さえ くす ん だ 色 に な りや すい 問題 が あり ます 。 
[オー バー レイ ] な どの 彩 度 を UP する 効果 の ある 合成 レ 
イヤ ー を 重ね る こと で 色 の くす み を 解消 する こと は で き 
ます が 、 モ ノ ク ロ 下絵 の 段階 で 適正 な 陰影 で ちや る こと に 
越し た こと は あり ませ ん 。 

そこ で 、 下 の 図 の よう に 、 [スクリーン] [除算 ] [覆い 焼 


き (発光 )] の 3 種 の 合成 モー ド の 補正 レイ ヤー を 重ね て 
補正 を か け ま し た 。 
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汗 汗 - 騰 南 


) 滞 湾 


風 


こん どこ そ モ ノ ク ロ 下絵 の 完成 で す 。 
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24 彩色 


下絵 レイ ヤー を すべ て 結合 し 、1 枚 に まとめ た らい よ マス ク の 類 は 使わ ず 、 ひ た すら フリ ー ハ ンド で 色 を 塗り 
いよ 彩色 で す 。 重ね て いき ます 。 

色 ご と に は っ きり と 境界 線 を 設け て し まう と 厚 塗り グリ ザイ ユ は 色 替 え が 楽 な の で 、 バ リエ ーション を 
感 が 薄 ま っ て し まう の で 、 あえ て [クリッピング] な どの 作っ て みた り 、 試 行 錯誤 を 楽し みな が ら 塗 っ て いき ます 。 
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モノ クロ 下絵 は レイ ヤー を すべ て 結合 し 、] 枚 に ま と 
め て あり ます 。 


最初 に 髪 色 を 合成 モー ド [カラ ー] で 付け て いき ます 。 
色 の 境界 線 を は み 出 し て も 目立た ち に くい よう に 、 ブ ラ 
シ 濃 度 は 6096 く らい の 低め で 塗っ て いま す 。 


次 に 肌色 を 、 同 じ く [カラ ー] で 重ね て いき ます 。 
独特 の くす ん だ 色 味 に な っ て いる こと が わか り ま す 。 


その ほか の 部 分 に は 、 全体 の 基調 と な る 青色 を [ カ 
ラー] で 重ね ます 。 


障 の 色 : 金 バー ジョ ン 


瞳 の 色 は 緑色 を 考え て いま し た が 、 グ リザ イ ユ は 上 に 
重ね た レイ ヤー の 色 を 変え る だ け で 簡単 に 色 替 え が で き 
る の で バリ エー ショ ン を 作っ て み ま し た 。 

緑 、 赤 、 青 、 紫 、 金 、 銀 。 の 全 6 パ ター ン 。 


瞳 の 色 : 銀 バー ジョ ン 


( 金 と 銀 だ け ハイ ライ ト を [加算 (発光 )] で 重ね て あり 
ます ) 

その 結果 、 や は り 当 初 の 予定 通り 瞳 の 色 は 緑 で 行く こ 
と に し まし た 。 
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( 男 税 同 ) 靖 溢 汗 休講 


) 滞 洲 汰 汗 - 室 幸 
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唇 の 色 を [カラ ー] モ ー ド で 塗り ます 。 
ここ まで 彩色 し た [カラ ー] モ ー ド の 5 色 ( 金 、 肌 、 ベ ー 
ス の 青 、 緑 、 辱 ) の レイ ヤー を ひと つ に 結合 し ます 。 


結合 し た [カラ ー] モ ー ド の レイ ヤー を 複製 し 、 
[オー バー レイ ] モ ー ド で 重ね ます 。 
くす み が 解 消さ れ 、 彩 度 の 高い 色 に な り ま し た 。 


右 の 羽 が 大 雑 把 な 陰影 だ け な の で シル エッ ト を 描き 足 
すこ と に し ます 。 


マフ ラー に 影 色 を 重ね て メリ ハリ を 付け て いき ます 。 


[乗算 ]5096 で 金属 部 分 や マフ ラー に 陰影 を 描き 足し 、 
コン トラ スト を 強め て パー ツ を 際立た せま す 。 


コン トラ スト が 弱い 部 分 に 細か い 影 を 描き 足し 、 
に 各 パ ー ツ を 際立た せま す 。 


さら 


時 ね ま 


右 肩 アー マー の ディ テー ル が は っ きり する よう に 影 を マフ ラー の ハイ ライ ト を 潰す よう に 影 を 塗り 
描き 足し ます 。 す 。 
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鎧 や ニ の 腕 が 単色 の まま な の で 色 を 付け て いき ます 。 


im 一 


移 と 紫 の [カラ ー] モ ー ド の レイ ヤー を 、 二の腕 部 分 だ 
け 複 製 し ます 。 


複製 し た レイ ヤー を [乗算 ] モ ー ド 変換 し て 重ね 、 陰影 感 
を 深め ます 。 


光源 と し て 、 左上 に 薄い グラ デー ショ ン の 白 を [通常 ] 


5096 で 重ね 、 羽 の 影 が 落ち る 部 分 や 奥まっ た 部 分 に [ リ 
ニア ライ ト ] 10096 で 色 を 付け 、 メ リハ リ を 付け て いき 
ます 。 


rl 
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[覆い 焼き (発光 )] で 瞳 に ハイ ライ ト を 追加 し 、[ 加 算 ] 
(発光 ) で 発光 感 を さら に 加え て いき ます 。 


全体 に 色調 補正 を か け て いき ます 。 

の 補正 に [カラ ー] モ ー ド 159% 

締 、 土 、 ア イラ イン の 補正 に [乗算 ] 100% 

さら に 調整 レイ ヤー と し て 、[ 焼 き 込み カラ ー] を 6% 
重ね 、 彩 度 を 上 げ 暖 色 成分 を 加え ます 。 
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4 4 エフ ェクト 追加 


雰囲気 づく り に 個人 的 に よく 使用 する の は 、「 白 い 飛 
潜 」 で す 。 [通常 ] 10096 の 白い 点 の 集合 を 、 画面 の 暗い 部 
分 に 重ね て や り ま す 。 


さら に プリ ズム 光 の エフ ェクト を [スク リー ン ] で 重ね 
ます 。 


単なる 白色 の 点 で す が 、 邪 魔 に な ら な い キ ラキ ラ 感 と 、 
画面 の 密度 感 を 上 上 げ て くれ る の で お 気に入り で す 。 


グリ ザイ コ 画 法 だ け で は どう し て も 色調 が 単調 に な り 
や すい の で 、 プ リズ ム 光 の よう な エフ ェクト を 足し て や 
る と 画面 に 華やか さ が 加 わり ます 。 


CLIP STUDIO の 素材 に は 、 フ リー で 使え る その も の 


ずばり な プリ ズム ブラ シ が あり ます が 、 合成 モー ド の 特 
性 を 理解 し て いれ ば 、 デ フォ ルト の 機能 だ け で 再現 する 
こと も 可能 で す 。 


_ 


黒 の BG の 上 に 、 レ イヤ ー を 追加 し て 、 プ リズ ム 光 の 
ベー ス と な る 形 を 白 で 描い て いき ます 。 


WW 


レイ ヤー を 結合 し 、[ 指 先 ツ ー ル ] な ど で 周 囲 に ぼかし 
を か け て いき ます 。 


あと は [スク リー ン ] モ ー ド に 切り 替え 、 透明 度 を 調節 


し な が ら 画 像 に 重ね て や る だ け で す 。 


[クリ ッ ピ ング ] も し く は [透明 ピク セル の ロッ ク ] で 白 


の ベー ス に 虹 色 を 重ね て いき ます 。 


虹 色 は 彩 度 が 高い 色 の 方 が より それ っ ぽく な り ま す 。 


発光 感 が 足り な いと き は 、 複製 し た も の を その まま 上 


に 
明る く 


ます 。 [スクリーン] は 、 重 


時 ね れ ば 重ね る ほど 


な る 効果 が あり ます 。 


~T 


Rn 


76 


) 


[通常 ] モ ー ド で 白い 羽 の シル エッ ト を 描き 、 複製 し た レイ ヤー を 複製 し [フィ ルター] > [ぼかし ] > [ガウ 
も の を 拡大 縮小 な ど し て 配置 し ます 。 ス ぼ ぽか し ] を か け ま す 。 


ぼかし た 羽 の レイ ヤー に シル エッ ト の レイ ヤー を 重ね 重ね て 表示 する と こう な り ま し た 。 
る と 、 柔 ら か い 羽 の シル エッ ト に な り ま す 。 


さら に ぼ ぽか し た 羽 の シル エッ ト を 用 意 
ト ] モ ー ド で 配置 し ます 。 


、[ ハ ー ド ライ 


[ハー ドラ イト ] の 羽 の シル エッ ト の 上 に 重ね て 発光 感 の 


ある 羽 に し ます 。 


羽 の フレ ア を [加算 (発光 )] で 描い て いき ます 。 


2 種類 の ぼけ 方 の 羽 を 重 
遠近 感 も 強調 され まし た 。 


時 ね た こと で 、 発光 感 に 加え て 
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[リニア ライ ト ] で 「 天 使 の 輸 ] を 描き ます 。 複製 し た も の に 色 を 付け 、[ ガ ウス ぽか し] を か け て フ 


正 円 状態 で 描い た も の を 、 奥行 き を 感じ させ る よう に レア に し ます 。 
変形 


フレ ア の 上 に 「 天 使 の 輸 ] の シル エッ ト を 重ね て レイ 
ヤー を 結合 し ます 。 


配置 を 微 調整 し ます 。 


エフ ェクト を すべ て 重ね て みる と 、 背景 の 色 が 薄い た 
め に プリ ズム 光 や 羽 、 天使 の 輪 な どの 発光 効果 が わか り 
に くく な っ て し まっ て いま す 。 

これ ら を 際立た せる た め に 、 背景 に [乗算 ] で 少し 色 を 
加え る こと に し ます 。 

さら に 、 天 使 の 輪 を 複製 し [覆い 焼き (発光 )] で 重ね て 、 
より 発色 を よく し ます 。 
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オ - 共 


如 ) 天 渡 装 オ - 全 で 
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凛々 し い 大 天使 長 の 厚 塗り 風 イ ラス ト の 完成 で す 。 


厚 塗り で は 必要 と され な か っ た 線画 を 起こ し 、 
グリ ザイ コ ユ 画 法 に よる 彩色 も 取り 入れ た 
イブ リッ ド な 描き 方 を 解説 し て いき ます 。 


1 線画 付き グリ ザイ ユ 画 法 


普段 、 私 が イラ スト の 依頼 を 受け る 場合 、 主 線 の な い 途中 チェ ッ ク を 受け な が ら 作業 を 進め て いく の で す 
重厚 な 厚 塗り より も 、 線画 を ベー ス に し つつ 彩色 に グリ が 、 完 全 な 厚 塗り で 描く 場合 、 ど うし て も ある 程度 段階 
ザイ コ ユ 画 法 を 使用 する 、 と いう ハイ ブリ ッ ド な パタ ー ン が 進ん で か ら で な いと 発注 側 も 出来 上 が り を 判断 し に く 
が 一 番 多 いよ う で す 。 いよ う で す 。 


チェ ッ ク に 不向き な 初期 段階 の 下絵 ほとん ど 完成 状態 に な っ て や っ と 、 完成 イ 
メー ジ が クラ イア ント に 伝わり ます , 


線画 が ある 場合 は 発注 側 も 初期 段階 か ら 完成 イラ スト 
を イメ ー ジ し や すい よう で 、 チ ェ ッ ク 時 の すり 合わ せ も 
スム ー ズ に 進む こと が 多い で す 。 

また 、 いわ ゆる アニ メ 絵 や 漫画 で 育っ て いる 日 本 の 
ユー ザー に 向け た 作品 の 場合 、 ど ちら か と 言え ば 線画 の 
ある イラ スト の ほう が 受け 入れ られ や すい 、 と いう 側面 
も ある よう で す 。 

線画 が あっ て も な く て も 、 グ リザ イコ ユ の 描き 方 自体 に 
大 き な 違 い が 出 る わけ で は あり ませ ん が 、 ここ で は 線画 
& グ リザ イ ユ の ハイ ブリ ッ ド な 描き 方 に 加え て 、 ポ ー ジ 
ング や 、 自画 撮り 写真 の ちょ っ と し た Tips も 紹介 し て い 
きま す 。 


パー ニア さこ ユン r 宇 


完成 イメ ー ジ が 伝わり や すい 線画 
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2 | 自 撮り ポー ジン グ 


CLIP STUDIO に は ポー ジン グ 用 の 3D モ デル が 搭載 
され て いて いま す が 、 関節 部 分 な ど が どう し て も 不 自然 
に な る の で 、 右 図 の よう に 自 撮り し た も の を 用 意 する よ 
うに し て いま す (プラ イバシー 保護 の た め 、 顔 は ご 容赦 
くだ さい )。 

服 の 舌 や 関節 の 参照 に は 、 な ん と いつ っ て も 写真 が 一 番 
で す 。 

モノ クロ 下絵 の 要 で ある 「 影 ] に 関し て も 参照 し た い 
と ころ で す が 、 影 の 付き 具合 を ちゃ ん と し た も の に し よ 
うと する と 、 照明 の セッ ティ ング な ど 本 格 的 な 撮影 が 必 
要 と な っ て くる の で 、 あく まで フォ ルム 参照 用 の も の と 
割り 切っ て いま す 。 


タイ マー セッ ト し た スマ ホ or デ ジ カ メ を 床 と 壁 に 立て 
か けた ら 、 な る べく 低い 位置 か ら ア オリ 気味 に 撮る よう 
に し ます 。 

オリ 気味 で 撮る と 、 パ ー ス が つい て 構図 が 単調 な も 

の に な ら な い だ け で な く 、 若干 で す が 脚 が 長く な り プ ロ 
ポー ショ ン を よく 見 せる 効果 が ある の で オス ス メ で す 。 

複数 の 人 物 を モチ ー フ と する 場合 は 、 コ スプ レ を し て 
る 友人 に 手伝っ て も ら う こと も あり ます 。 

その 場合 は で きる だ け キ ャ ラク ター デザ イン に 近い 服 
装 を 用 意 し て も らい 、 服 の 鍛 や 影 の 付き 方 な ども 参考 に 
で きる よう に 撮影 し て いま す 。 


撮影 が 済ん を で PC に 画像 を 取り 込ん だ ら 、 色調 調整 で 
彩 度 を な くし て モノ クロ 画像 に 変換 し 、 ト レス し て 線画 
を 仕上 げ て いき ます 。 


hs っ Lt 且 か 


下 人 が オ ュ ぇ X。 NR 
) 
小 U な SW 
A 
AN 
か し 見 を あく 。 ご 
スマ ー ト ッ ォ ン < 


or 
タカ メラ ② 信 - ま も 中 33 ) 


プア さこ ユニ 


マー 層 ニ 


デ こ こい ユン r 宇 


マー ベニ 
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トレ ス を 始め る 前 に 、 写真 の 段階 か ら プ ロ ポ ーション 
を 調整 し て お きま す 。 

拡大 縮小 、 メ ッシュ 変形 、 指先 ツー ル な ど を 駆使 し 、 ボ 
リュ ー ム アッ プ や スリ ム 化 し て イメ ー ジ に 近付け て いき 
ます 。 


と き に は プロ ポー ショ ン の 調整 だ け で な く 、 肩幅 を 広 
くし た り 、 手 を 大 きく 変形 し て 男性 の プロ ポー ショ ン を 
再現 し た り 、 各 部 の 比率 を 調整 し て 子供 体形 に 近付け た 
りす る こと も 


あり ます 。 


候補 と し た 種類 の 写真 の 中 か ら 、 ど の ポー ズ に する 
か 絞り 込み ます 。 ク ライ アン トチ ェ ッ ク が 必要 な 場合 は 、 
写真 で は な く ラ フ に トレ ス し た 線画 の 方 を 見 せ て 検討 し 


ブ プロポ ーション 調整 後 


て も らい ます 。 


今回 は 3 枚 
し ます 。 


目 の 画像 を 元 に 、 線画 を 進め て いく こと に 


® 


1 へ | 
| ン | 


この 画像 を 元 に 線画 トレ ス を し て いき ます 。 不透明 度 を 下げ て 上 に レイ ヤー を 追加 し 、 赤色 の 鉛筆 
ちな み に こ の 写真 は ほとん どい じ っ て いま せん 。 で ラフ 線画 を 起こ し て いき ます 。 


プア ここ ユニ 


マー ニス 


今回 は 服 を 着 て いる の で 生身 部 分 を 透 か す よう に トレ ひと と お り ト レス が 終わ り 、 線 画 の ラフ ベー ス が 
ス し て いき ます が 、 普段 は 下着 姿 で 撮影 し て 手間 を 省 い で きま し た 。 
て いま す 。 
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レイ ヤー を 追加 し 、 見 分 け や す いよ うに 今度 は 青色 の 青 線 で 調整 し た 後 の 、 不要 と な っ た 赤色 の 線 は どん ど 
ブラ シ で フォ ルム を 調整 し つつ 線画 を 描い て いき ます 。 ん 消し て いき ます 。 


二 Ot 


マー ニア ここ ユニ 


[編集 ]> [輝度 を 透明 度 に 変換 ] で 赤 青 両方 の 線 の 色 塗り 漏れ 防止 用 に 背景 を グレ ー で 塗り つぶ し ます 。 
を グレ ー ス ケー ル 化 し ます 。 
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レイ ヤー を 追加 し 、 今度 は 白 で ディ テー ル を 描き 足し 素 体 が 中 に ある こと を 意識 し な が ら 上 に シャ ツ を 描き 
て いき ます 。 まず 髪型 か ら 。 足し て いき ます 。 


ヤー ステ で こき ンジ r ペ 


スカ ー ト は 裾 部 分 を 描い て 長 さ を 設定 し て か ら 、 プ 中 の 素 体 、 特に 腰骨 に 当たっ て 起き る フォ ルム の 変化 
リー ツ を 足し て いき ます 。 を 意識 し な が ら ス カー ト を 描い て いき ます 。 
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ソック ス は 、 素 体 の ふく ら は ぎの 円 周 に 沿わ せる よう 靴 を 描き 足し ます 。 
に 、 表 側 だ け で な く 裏 側 まで 描く と 、 自 然 に な り ま す 。 


マー ニア ここ ユン 


服 が ある 程度 揃っ て きた の で 全体 の バラ ンス を 再度 等 身 が 若干 高め に 感じ た の で 、[ 自 由 変形 ] ([Ctr]]+ 
チェ ッ ク し ます 。 [T]) で 上 半身 を 少し 縮め る な ど 調 整 し ます 。 
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ラフ 線画 を 白色 の 線 に 統一 し ます 。 


最初 に 顔 の 輪郭 と 首 を 描い た ら 髪 型 を 決め て いき ま 
す 。 


EN 
1 ン | 


上 に 追加 し た 新規 レイ ヤー に 、 黒色 の 線 で クリ ン ナ ッ 
プ 線 画 を 描い て いき ます 。 


EN 
| ン | 


目 と 口 の 線画 は 別 レ イヤ ー に 描き 起こ し て いき ます 。 
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プア ここ ユニ 


マー ニス 


パー ニア さこ ユン r 宇 


90 


1 へ | 
| ノ 


頭 部 の 線画 が 描き あがっ た ら 、 順に 下 へ と 描き 足し て 胸元 。 
いき ます 。 


腕 な ど 素 体 を 先 に 描き 、 その あと か ら 服 部 分 を 描い て 上 半身 一 スカ ー ト まで の 線画 クリ ン ナ ッ プ が 完 
いき ます 。 


| へ | 
| ン | 


下半身 の 線画 クリ ン ナ ッ プ 。 脚 の 太 さ を ひと まわ り 細 く 調 整 し な が ら 描い て いき ま 
す 。 


アデ ここ ユン r ペ 


マー ニス 


ラフ 線画 を ベー ス に し た 線画 が 完成 し た ら 、 黒 の 線 さら に 各部 を 細か く 修 正 し て 線画 を 仕上 げ て いき ます 
だ け を 表示 し て 、 描き こぼし て いる と ころ が な いか を (緑色 の 線 が 修正 前 )。 
チェ ッ ク し ます 。 
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も 」 
/ っ 


線画 の クリ ン ナ ッ プ が 完成 し た ら 次 は 陰影 を 加え て い 光 の 当たる 方 向 ( 赤 矢 印 ) を 設定 し 、 ま ず は 肌 部 分 の 下 
きま す 。 地 を 白 で 塗っ て いき ます 。 
スカ ー ト や ソック ス な ど 、 上 に 重なり が ある 部 分 は 、 
は み 出 し て 塗っ て も 問題 あり ませ ん 。 


呈 ( 〇 【 


マー ニア ここ ユン 


[クリ ッ ピ ング ] で 第 1 の 肌 影 を 付け て いき ます 。 線画 を 重ね て 表示 し 、 全体 の バラ ンス を 見 な が ら 陰影 
合成 モー ド は [通常 ] で す 。 を 付け て いき ます 。 
前 髪 が 落と す 影 な ども ここ で 描い て お きま す 。 
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陰影 に メリ ハリ を 付け る 第 2 の 肌 影 を 、 [通常 ] モ ー ド 
の クリ ッ ピ ング で 乗せ て いき ます 。 


さら に 、 補 や スカ ー ト の 裾 に で きる 濃い 目 の 影 を 加え 
て いき ます 。 


線画 を 重ね る と こん な 感じ に な り ま す 。 


ボディ 部 分 の 陰影 が 完了 し まし た 。 
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2 


~ 
ン 


マー さ ュ アユ 


まつ 毛 や 二 重 の 影 を [乗算 モー ド ] で 描き 足し 、 類 に 
薄く 影 を 差し ます 。 


100 % 通 常 
| 


マー ニア ここ ユン 


肌 部 分 の 陰影 の 完成 で す 。 肌 の 陰影 付け の レイ ヤー 構成 は 上 図 の よう に な っ て い 
ます 。 
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100 % 通 常 
用 紙 


瞳 の 陰影 を 描い て いき ます 。 レイ ヤー 構成 は 先ほど 完成 し た 肌 の 陰影 の 上 に 重ね て 
レイ ヤー は 重ね ず 、] 枚 で 完結 させ まし た 。 いま す 。 


マー ニア ここ ユン rs3 


い 


シャ ツ 、 ソ ックス 、 ス カー ト の 下地 と し て 白 を 塗り ま 肌 と 瞳 を 表示 し 、 無駄 な は み 出し が 肌 下 の レイ ヤー の 
す 。 肌 の 上 に 重なる の で 、 線画 を 表示 し て は み 出 し の な 肌 を 不要 に 覆っ て し まっ て いな いか チェ ッ ク し ます 。 
いよ うに 塗り つぶ し ます 。 


95 


シャ ツ と ソック ス の 最初 の 陰影 を クリ ッ ピ ング で 重ね シャ ツ の よう に 白い 部 分 、 特に 肩 の あたり は 影 に よっ 
ます 。 て し わ や 立体 感 が 作ら れ て いき ます 。 


マー ニア ここ ユン 


薄め の 影 を 上 に 重ね て シャ ツ の 陰影 は 完了 で す 。 白い シャ ツ に 何 層 も 影 を 重ね る と 清潔 感 が 損なわ れる 
の で 、 ら 段階 くら いで と ど め て お きま す 。 
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スカ ー ト や 袖口 な ど 、 紺色 の 部 分 の 陰影 を [通常 ] モ ー スカ ー ト の プリ ー ツ が 作る 影 、 裏地 の 作る 影 、 布 の 鐵 
ド で 重ね て いき ます 。 に よっ て で きる 影 、 上 半身 が 落と す 影 等 々 、 様々 な 影 を 
描き 分 け て 行き ます 。 


ペー ニア さこ ユニ r ペ 


リボ ポン は いっ た ん 濃い 目 の 色 で 塗り つぶ し ます 。 
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~ 
= 


マー ニア さこ 


リボ ン の 濃い 下地 の 色 に 、 光 を 当て る よう に 薄い 色 を 
塗り 重ね て ディ テー ル を 付け て いき ます 。 


靴 の 下地 を [通常] モー ド で 塗り つぶ し 、 乗算 で ハイ ラ 
イト と 陰影 を 付け て いき ます 。 
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さら に [オー バー レイ ] で 陰影 を 重ね 、[ 乗 算 ] で さら に 
濃い 陰影 を 重ね ます 。 


マー ニア ここ ユニ ry 


[通常 ] で 強め の ハイ ライ ト を 重ね 、 最後 に [オー バー レ 濃度 の 異な る ハイ ライ ト と 陰影 を 、 何 層 も 重ね る こと 
イ ] で 調整 し ます 。 で 、 エ ナメ ル の 芋 靴 特有 の 質感 を 再現 し て いま す 。 


99 


髪 の 下地 を 白 で 塗り つぶ し 、 陰影 を [通常 ] モ ー ド で 重 
ね ます 。 


~ 
ン 


マー ニア さこ 


十 | 


単なる 陰影 だ け で な く 、 髪 の 房 や 束 を 描き 込む 感じ で 
描き 込ん で いき ます 。 
透明 度 を 変え た レイ ヤー で 陰影 を 塗り 重ね ます が 、 合 
成 モ ー ド は すべ て [通常 ] で す 。 
100 


1 


最上 位 に 追加 


し た レイ ヤー に 、 瞳 の ハイ ライ ト を [ 通 


常 ] モー ド の 


で 描き 足し ます 。 


ハイ ライ ト が 入っ て 、 目 に 生命 感 が 加わ り ま し た 。 


これ で ひと と お り モ ノ ク ロ 下絵 の 陰影 付け が 終わ り ま 


し た 。 


念 の た め 、 背景 に 単色 で 塗り つぶ し た レイ ヤー を 置い 
て 、 塗 り 漏れ が な いか チェ ッ ク し ます 。 
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で こき > r ゃ 公夫 


マー 


K4 彩色 


彩色 を 始め る 前 に 、 レ イヤ ー が 分 か れ た 状態 の 下絵 を 線画 と 下絵 の 陰影 を 元 に 、 グ リザ イ ユ 画 法 で 着色 し て 
いっ た ん 保存 し ます 。 その 後 、 彩色 時 の 取り 回 し を 考 いき ます が 、 今回 は 厚 塗り タッ チ で は な く 、 線画 に 合わ 
えて 、 パ ー ツ ご と に レイ ヤー を 結合 ・ 集 約 し て お きま す せ て 少し マイ ルド お 彩色 を 施し て いき ます 。 

( 右 レ イヤ ー 構 成 B 


100 % 通 常 
滴 まつ毛 追加 
100 % 通 常 
滋 線 ( 目 と 口 〉 


10 % 通 常 
4 服 


100 % 通 党 


< 靴 


100 % 通 常 


紅 
00 % 通 常 
カー ト ( 紺 ) | 


100 % 通 常 
/ 錯 


園 100 % 通 常 
睡 下 総 際 時 


100 % 通 常 
の 肌 


100 % 通 常 
肌 下 総 
100 上 % 通 常 


パー ツ ご と に レイ ヤー が 分 か れ て いる 下絵 を 表示 し ま 最初 に 肌 の 下地 色 を [カラ ー] 10096 で 重ね ます 。 
す 。 


マー ニア ここ ユン 


下地 の 色 は クリ ッ ピ ング に より 、 肌 の モノ クロ 下絵 に 
の み 反 映 さ れ ま す 。 
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さら に [比較 ( 明 )] で 影 色 を 乗せ てい きま す 。 


上 図 右手 首 の よう に 、 と ころ どこ ろ 青 み が か っ た 影 色 
を 加え る こと で 、 陰 影 に 奥行 き 感 を 加え ます 。 
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2 


~ 
ン 


マー ニア さこ 


スカ ー ト や 袖 が 肌 に 落と す 影 色 を 、[ 比 較 ( 暗 )1329% 
で 塗り 足し ます 。 


マー ニア ここ ユニ 


クリ ッ ピ ング で 彩色 され た 状態 。 
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唇 を [乗算 モー ド ] で 重ね ます 。 


107 


瞳 の 下絵 と ハイ ライ ト を 表示 し 、[ カ ラー] で 下地 の 色 を 
付け て いき ます 。 


に の 1 


~ 
NN 


パー ニア こさ 


[色相 ] モ ー ド で 青色 を 重ね て 瞳 の 色 を 調整 し 、 瞳孔 の 輪 
郭 や 、 下 部 分 の ハイ ライ ト を [スク リー ン ] で 加え ます 。 
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ハイ ライ ト と 地 色 の 境界 に [比較 ( 暗 )] で 色 を 足し 、 さ 
ら に [オー バー レイ ] で 色 味 を 調整 し ます 。 


[通常 ] 7296 で 描い た 薄め の グラ デー ショ ン を 敷い て 
ハイ ライ ト を 際立た せ 、 目 の 周囲 に 乗算 で 色 を 加え て 瞳 
の 完成 で す 。 
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2 


に 
か 


マーニ アプ さこ 


シャ ツ と ソック ス に [比較 ( 明 )] に よる 彩色 を 施し ま 


す 。 


マー ニア ここ ユニ 


シャ ツ や ソック ス に は 強い 色 を 重ね る の で は な く 、 淡 
い 色 調 に 抑え る よう に し ます 。 

ソック ス は ほん の り 青 紫 の 混じっ た 白色 で 塗り 、 モ ノ 
クロ 下絵 の と きよ り も 明る い 色合い に し て いま す 。 
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スカ ー ト や 袖 | 


に 紺色 を 乗算 で 重ね ます 。 


光源 の 位置 を 考慮 し て 、 ハ イラ イト も 描き 込み ます 。 


スカ ー ト は 下絵 の 段階 で 、 異な る 濃 さ で 陰影 を 描き 分 


け て お いた の で 、 狙 い 通 り に 色 が 反映 され まし た 。 


リボ ン の 場合 も 、 赤く 塗っ た 1 枚 の レイ ヤー を [乗算 ] 


で 乗せ た だ け で す が 、 下絵 の 陰影 が 適 1 


通り の 発色 に な り ま し た 。 


FE だ っ た の で 狙い 


111 


プア ここ い ヽ 」 ユ ン 導 計 


マー スニ 


靴 に [カラー] と [オー バー レイ ] で 赤み と 青み を 加え 、 
落ち 着い た 紫 の グラ デー ショ ン に 染め 上 げ ま す 。 


マー ニア ここ ユン 


髪 色 を [カラ ー] で 乗せ て いき ます 。 
下絵 の ハイ ライ ト は [H=0.S=0.V=100] の 白色 で 塗っ 
て いた の で 、 [カラー] モー ド で 塗ら れ た ピン ク の 地 色 は 
反映 され ませ ん 。 
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[オー バー レイ ] で 全体 の 彩 度 を 上 げ つ つ 、 影 色 に 紫 も 
加え ます 。 


ペー ニア ここ ユニ 


影 色 の 紫 が 強 す ぎ た の で 、[ 比 較 ( 明 )] で 少し 白 を 重 
ね て 調整 し ます 。 
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M 
し 


ラク ター 部 分 の 彩色 完了 


キャ 


a て ド っ ホン に ペー ハ 


当初 は キャ ラ だ け の つも り で し た が 、 背景 も 付け る こ 背景 を 後 か ら 描き 足す 場合 、 な る べく 足元 を みせ な い 
と に し まし た 。 この まま だ と 宙 に 浮い て 見 える の で 、 配 ほう が 、 パ ー ス の 狂い を ご ま か し や すい で す 。 
置 を 下 に ずら し ます 。 


マー ニア さこ ユン 


水平 線 を 設定 し 、 それ に 合わ せ て 地面 な ど を 決め て い 海 と 堤防 を 単色 で 塗り ます 。 
きま す 。 
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足元 に 影 を 落と し ます 。 きら めく 海面 を 描き 足し ます 。 


マー ニア ここ ユン rs 


空気 遠近 法 を 意識 し な が ら 、 島 と 灯台 を 描き 加え ます 。 


空 を 描き 入れ ます 。 
キャ ラ の 入る 位置 を 想定 し て 雲 を 描き 入れ 、 飛行 機 雲 
を 横 切 ら せま す 。 
116 


モノ クロ 下絵 の 陰影 を 塗る 際 に 使用 し た 光源 の 矢印 を 堤防 に [乗算 ] で 影 を 落と し ます 。 
流用 し て 太陽 の 位置 を 決定 し ます 。 


SN 
に メン 


[スク リー ン ] で 堤防 の へ ヘリ な ど に 明る い 色 を 乗せ て 立体 キャ ラ と 同時 に 表示 し て み ま す 。 
感 を 高め て いき ます 。 すこ し 物足りな い の で エフ ェクト を 加え る こと に し ま 
す 。 
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ン 人 層 計 


マー で ここ NN 


アマ ここ | ユン r 補 幸 


マー ミニ 
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作例 1 で も 使用 し た 「 飛 涼 」 を 今回 も 使用 し ます 。 


拡大 表示 する と か ろう じ て わ か る 程度 で す が 、 な ん と 
な く 「 間 ] を 持た せら れ た の で は な いで し ょ うか 。 


これ も 作例 1 で 紹介 し た プリ ズム 光 と フレ ア を 加え て 
画面 に 華やか さ を 加え ます 。 


作例 1 の と きよ り も 大 幅 に 増 時 し た プリ ズム 光 を [スク 
リー ン ] で 重ね 、 最 後に 薄め に 描い た 白い フレ ア を [通常 ] 
で 乗せ ます 。 


エフ ェクト を すべ て 重ね て 表示 し まし た 。 

ピー カン 状態 の 育 景 に 比べ て 、 背景 を 想定 し て 塗ら れ 
て いな か っ た キャ ラ の 色 味 が 薄く 感じ ます 。 

そこ で キャ ラク ター 部 分 の レイ ヤー を 複製 し 、1 枚 に 

合 し た も の を [焼き 込み カラ ー]3096 で 重ね 、 コ ント 
ラス ト を 強調 する こと に し ます 。 


マー ニア ここ ユン ニャ 


和 


プア ここ ユニ 


マー ウミ 
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作例 2 線画 と グリ ザイ コ 画 法 の ハイ ブリ ッ ド パタ ー ン の 完成 で す 。 


色 が くす み が ち な グリ ザイ コ ユ 画 法 に 、 
調整 レイ ヤー と エフ ェクト を 重ね て & 
絢 爆 豪華 な イラ スト を 作成 し ます 。 LS 


\ 


吾 と 9 端 慎 e 
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ラフ を 練る 


作例 の 最後 と な る 6 章 で 、 液体 の よう に 特殊 な 材質 の 
質感 を 表現 する も の に し よう と 考え まし た 。 

他 に も 3D オ ブ ジ ェクト の 導入 や 、 和 風 な テイ スト 、 密 
度 の 高い 画面 作り な ど 、 これ まで の 作例 に な か っ た 要素 


を で きる だ け 盛 り 込 ん で いき ます 。 


上 記 の 課題 を で きる だ け 取 り 入れ 
た 結果 、 作 例 3 の モチ ー フ は 「 和 装 の 
人 魚 」 に 落ち 着き まし た 。 

人 魚 に は 和 傘 を 持た せ 、 その 和 傘 

は 3D モ デル を [輪郭 抽出 ] し た も の 
を 使用 し ます 。 
[ 輸 郭 抽出 ] は 、CLIP STUDIO 
PAINT EX に し か が 搭載 され て いな い 
機能 で す が 、CLIP STUDIO PAINT 
PRO で も 同等 の 輪郭 抽出 が で きる 
方 法 を 解説 し て いま す 。 

また 、 密度 感 を 上 げ る [デコ レー 
ショ ン ブ ラ シ ] も 使用 し て いま す が 、 
[デコ レー ショ ン ブ ラ シ ] の 設定 自体 
は 7 章 の 解説 を 参照 し て くだ さい 。 


画 法 と は 関係 な いこ と で す が 、 描い て いて 違和感 を 感 
じ た ら 、 た め ら わ ず に 描き 直し する よう に し て いま す 。 
作例 3 で も 大 幅 な 描き 直し を し て いま す が 、 自分 で 自分 
に 容赦 な く リ テイ ク を 出せ る か どう か が クオ リティ アッ 
プ に つなが る と 思い ます 。 


多く の 課題 を 網羅 する も の と し て 描か れ た 「 和 装 の 人 
魚 ] の ラフ で す 。 デ ィ テ ー ル や アク セ サ リ ー な ど に は アド 
リブ 感 を 取り 入れ た い の で 、 これ くら い 大 雑 提 な ラフ か 
ら 描 き 始 め て いく こと に し ます 。 


アタ リ 線 画 


| へ | 
| ン | 


グレ ー で 塗り つぶ し た BG を 敷き 、[ ク リッ ピン グ ] で 不透明 度 を 下げ た ラフ の 上 に 黒 で 線画 を 描い て いき ま 
線 を 白 に 変更 し た ラフ を 乗せ ます 。 す 。 


型 と 9 句 当 


今回 は 「 自 撮り ] は 行い ませ ん で し た が 、 苦手 な 手 の 部 一 部 分 だ け ト レス する 場合 は 、 描き 起こ し た 線 と 自然 
分 だ け 過 去 に 撮っ た も の か ら 持つ て きま し た 。 に つなげ る よう に 注意 し て 描い て いき ます 。 
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名 と 9 問 半 e 翌 
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「 線 画 ] と 呼ん で いま す が 、 この 上 か ら 陰 影 を 描き 込ん 素 体 が 描き あがっ た ら お か し な と ころ が な いか チェ ッ 
で いく の で 正確 に は 「 ア タリ 」 と 呼ん だ 方 が いい か も し ク し ます が 、 着物 で 隠れ て し まう と ころ は 極端 に 破綻 し 


れ ま せん 。 


て いな けれ ば その まま 進め て いき ます 。 


素 体 に 着せ る よう に し て 着物 を 描い て いき ます 。 キャ ラ の 「 ア タリ 線画 ] が 描き あがり まし た 。 


3D モ デル の 導入 


人 人 魚 が 持 っ て いる 和 傘 は 、 フ リー 素材 の 3D モ デル を 
使用 し て 描い て いま す 。 

残念 な こと に 3D モ デル か ら 自 動 的 に 線画 を 生成 する 
[輪郭 抽出 ] 機能 は 、CLIP STUDIO の 上 位 版 で ある EX に 


[素材 パレ ッ ト ] で [追加 素材 を さがす ] を クリ ッ ク し 、 
[CLIP STUDIO_ ASSETS] を 開き ます 。 


検索 欄 に 「 和 傘 」] と 入力 し 、 目的 に 合っ た 素材 を 探し ま 
す 。 

CLIP STUDIO の ASSETS に は 豊富 な 素材 が UP され 
て いる の で 、 検索 すれ ば な に か し ら 出 て くる の で 心強い 
で す 。 


検索 結果 は 右 図 の よう に な り ま し た 。 
幸い 、toshi さん と いう 方 が 作ら れ た フリ ー の 3D モ デ 
ル が あっ た の で 早速 ダウ ン ロ ー ド し ます 。 


サム ネイ ル を クリ ッ ク し て ダウ ン ロ ー ド ペー ジ を 開 
き 、 [ダウンロード] ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 

商用 利用 の 可否 、 権利 表記 の 有無 な ど 、 利用 制限 に 抵 
触 し な いか 確認 し て お きま し ょ う 。 


[CLIP STUDIO ASSETS] を 閉じ 、[ 素 材 パ レッ ト ] の 
[ダウ ン ロ ー ド ] を クリ ッ ク し ます 。 

無事 に ダウ ン ロ ー ド で き て いれ ば 右 図 の よう に 和 傘 オ 
ブ ジ ェクト の サム ネイ ル が 表示 され て いる は ず で す 。 


ee @@@@@ 
し か 搭載 され て いま せん 。 そこ で EX を お 使い で な い 方 
の た め に 、 こ こ で は PRO 版 で も で きる 線画 生成 方 法 を 紹 


介し ます (※ 作 例 3 自 体 は EX の 輪郭 抽出 機能 を 使用 し て 
いま す )。 


© jstitehd 


本 


sem sn 
© CUP STUDIO ASSETS に よう a と 
の や いみ RB は こち 5 1 
ーーー- 六 a 


st 
副 材 の 使い 方 / 利用 で きる 経国 
CLIP STUDIO MODELER 


漠 9S 剖 翌 


弄 と 9 問 半 < 鶴 
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グ & ド ロッ プ す る と 、 和 傘 オ ブ ジ ェクト が 新規 レイ ヤー 


サム ネイ ル を タッ プ し 、 その まま キャ ン バ ス に ドラ ッ 


と し て 組み 込ま れ ま す 。 


和 傘 オブ ジェ クト の [ツー ルプ ロ パ ティ ] を 開き 、 


[光源 の 影響 を 受け る ] ( 右 図 黄 枠 内 か の チェ ッ ク を 外し ま 


す 。 


光源 の 影響 と カッ ト す る こと で グラ デー ショ ン の な い 


ハッ キリ と 色分け され た 表示 と な り ま す 。 


細い パー ツ や 輪郭 が 周囲 の 色 に 溶け 込ま な く な る の 


で 、 色 域 に よる 領域 選択 が スム ー ズ に 行え る よう に な り 
ます 。 


人 魚の 線画 を アタ リ と し て 重ね て 表示 し 、[ 移 動 マ ニュ 


ピル レー ターII オ ジジ ェ タ ドラ ジン チャ ーI[ マ 三 コ ピ レ ー 


タ 


ー ギ ズ モ ] を 操作 し て 和 傘 オブ ジェ クト を 狙っ た 位置 、 


角度 に 配置 し ます 。 


移動 マニ ュ ピ レー ター] や [オブ ジェ クト ラン チャ ー] 


は 各 ア イコ ン に カー ソル を 重ね る と 、 それ ぞ れ の 機能 の 


解説 が ポッ プア ッ プ し ます 。 


し 


マニ ュ ピ レー ター ギズモ ] の 操作 は 最初 は 戸惑う か も 
れ ま せん が 、 慣れ て し まえ ば 非常 に 便利 な の で 、3D オ 


メ 


ジェ クト を 多用 する 方 は 操作 を 習得 する こと を オス ス 
し ます 。 


オラ ジェ ミク ド ラジ チャ ニー 


和 傘 オブ ジェ クト の 配置 が 決ま っ た ら 、 レ イヤ ー を 新 100 9 
規 追加 し 、 和 傘 オブ ジェ クト の レイ ヤー と 結合 し て [ 通 瞳 園 
常 ] レ イヤ ー の 画像 に 変換 し ます 。 


| 100 % 通 常 
BG 


線画 抽出 を 始め ます 。 
[自動 選択 ] や 「 色 域 に よる 選択 ] を 使っ て 1 色 ご と に 領域 
選択 し て いき ます 。 
3GD オ ブ ジ ェクト の [ツー ルプ ロ パ ティ ] で [光源 の 影響] 
を カッ ト し て いる の で 、 も れ な く 色 ご と に 選択 する こと 
が で きま す 。 

選択 が 思う よう に で き な い 場合 は 、 画 像 の コン トラ ス 
ト を 上 げた り 、 色 の 許容 誤差 の 値 を 低く し て や れ ば 解消 
され ます 。 


eowswso EN 


導 所 9 イナ 


MeD = 


ts 


色 ご と に 選択 し た ら [選択 範囲 ]> [選択 範囲 を 縮小 ] 
で 2 ピク セル 分 だ け 縮 小 し ます 。 

この 2 ピク セル の 非 選択 部 分 が 線画 に な る わけ で す 。 
色 数 分 だ け [選択 削除 ] し 、[ ク リッ ピン グ ] で 線 を 単色 
化 ( 黒 ) す る と 右 図 の よう に な り ま す 。 

細か な ノイ ズ が 残る な ど 多 少 の 手数 と レタ ッ チ は 必要 
で す が 、EX の [輪郭 抽出 ] に も 引け を 取ら な い 線 画 変換 が 
で きま し た 。 


キン /12 の 噌 で も 極小 (DD) 


吾 と 9 燃 当 < 理 
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4】 下絵 の 陰影 


ER 


[輪郭 抽出 ] で 作成 し た 和 塗 の 線画 を 人 魚 に 重ね ます 。 人 奪 の 柄 を 延長 し 、 人 魚 と 同じ 地 色 で 塗り ます 。 
背景 に 暗め の グレ ー を 置い て 見 や すく し まし た 。 


傘 が 人 魚 に 落と す 影 を 描き 込み ます 。 髪 の 地 色 を 、 ハ イラ イト 部 分 を 塗り 残す よう に し て 描い 
て いき ます 。 


肌 に 影 を 付け て いき ます 。 瞳 の 地 色 を 追加 し ます 。 


瞳孔 や グラ デー ショ ン を 描き 加え ます 。 縛 や 髪 の 内側 の 影 を 塗り ます 。 
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潤二 S 凝 翌 訂 補 


傘 の 柄 に 陰影 を 付け て いき ます 。 人 魚の ポー ズ に 動き が な さす ぎる 気 が し た の で 、 風 に 


な び い た 髪 の ほつれ を 描き 足し まし た 。 


束 と 9 端 道 x 補 寺 


着物 の 陰影 を 付け て いき ます 。 左手 の 陰影 と 、 着 物 に 落ち る 影 を 付け て いき ます 。 
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下半身 と 水面 と の 境界 を 決め 、 大 雑 把 に 塗り 分 け ます 。 水面 下 に な る 部 分 全体 に 影 色 を 付け て いき ます 。 


喫水 線上 に 水 の 反 射 を 描き ます 。 下半身 に ウロ コ を 描い て いき ます 。 
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避 ーS 路 > 幸夫 


袖口 や 裾 な どの は み 出 し た 陰影 を 消し て 整え て いき ま 
す 。 


ウロ コ 特 有 の テカ リ な ど 、 陰影 で 質感 を 付け て いき ま 


束 ヶ 9 端 汗 x 宰 寺 


左手 が 添え て いる だ け で 不 自然 な の で 、 傘 の 柄 を 握っ 輪郭 が 決ま っ た ら 元 の 手 の 部 分 を 地 色 で ぬり つぶ し 、 
て いる よう に 描き 変え ます 。 新しい 左手 の 輪郭 を 結合 し ます 。 
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胸 や 左 の 二の腕 付近 の 影 に に うっ すら と 
影 を 付け ます 。 


ね て 陰 水面 全体 に ハイ ライ ト を 加え ます 。 


前 髪 に ハイ ライ ト や 陰影 を 描き 加え ます 。 裾 の 一 部 が 水上 に 出 て いた の を 、 完全 に 水 に 沈ん で い 
る よう に 描き 替え ます 。 
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江 と 9 端 当 w 飛 


名 と 9 敵 半 o 専 電 
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光源 を 設定 し ます 。 


和 傘 か らぶ ら 下 が る 風鈴 を 描い て いき ます 。 
最初 は 黒 で 塗り つぶ し た シル エッ ト 。 


光源 に 合わ せ て 光 の 当たる 部 分 の 色 を 明る く 塗 ! 
ます 。 


| 


上 に 明る い 色 を 重ね て ディ テー ル を 描き 込み ます 。 


則 


風鈴 に 仕上 げ と な る 陰影 を 付け 足し ます 。 短冊 を 加え ます 。 
短冊 に も 陰影 を 描き 込ん で お きま す 。 


複製 し た 風鈴 を 和 傘 の 円 周 に 沿っ て 配置 し て いき ま 白く 塗り つぶ し た レイ ヤー を 最上 位 レ イヤ ー に 置き 、 
す 。 半 透 明 表示 に し て その 上 か ら ヘ ッ ド ドレ ス の 輪郭 を 描い 
短冊 部 分 は コピ ー 感 を な くす た め に 左右 反転 な ど 変形 て いき ます 。 
させ て いま す 。 


穫 >S 喘 当 っ 


135 


名 と 9 端 半 o 専 電 


半 透 明 の 白 レ イヤ ー を は ず し て ヘッ ドド レス の 地 色 を ヘッ ドド レス は 光 を 通す 薄め の 生地 な の で 、 あま り 濃 
塗っ て いき ます 。 い 影 色 は 付け ませ ん 。 


陰影 を 付け 、 仕 上 げ て いき ます 。 光 が 当 た っ て いる と ころ に 薄い 色 を 乗せ ます 。 
ヘッ ドド レス は 薄い 布 な の で 、 輪郭 の くっ きり と し た 
ハイ ライ ト は 入れ ませ ん 。 
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リボ ン を 追加 し ます 。 
別 レ イヤ ー に 輪郭 と 地 色 を ベタ 塗り し ます 。 


瞳 の 下部 分 に 照り 返し の ハイ ライ ト を 入れ ます 。 


[クリ ッ ピ ング ] で 陰影 を 付け て いき ます 。 


時 の 線 を 加え 、 ま ぶた に 陰影 を 追加 し ます 。 


| | 


137 


独 と 9 端 半 o 翌 境 
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着物 の 陰影 を 仕上 げ て いき ます 。 


袖 の 継ぎ 目 の 位置 が 間違っ て いた の で 正しい 位置 に 描 
き 替 えま す 。 
描き 替え に 伴い 、 鍛 や 陰影 も 描き 直し まし た 。 


和 塗 の 骨 が 落と す 影 を 描き 加え ます 。 


和 傘 全体 に 陰影 を 追加 し ます 。 


人 
EA 


リボ ン の 上 に 付け る 花 飾り を シル エッ ト で 描い て いき シル エッ ト の 上 か ら 輪 郭 線 を 付け て いき ます 。 
ます 。 
位置 や サイ ズ は 後 で 調整 し ます 。 


陰影 を 付け て いき ます 。 陰影 や ハイ ライ ト を 付け て 仕上 が っ た 花 飾 り を 
配置 し て 、 サ イズ を 調整 し ます 。 
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独 と 9 端 半 o 専 境 


傘 の 骨 や ヘッ ドド レス な ど に ハイ ライ ト を 描き 加え て 類 に も 少し 照明 感 を 加え ます 。 
いき ます 。 ヘッ ドド レス に は 白 で ディ テー ル を 追加 し て いま す 。 


ウロ コ に 一 枚 一 枚 陰影 を 付け 、 輪郭 に ハイ ライ ト を 足 水面 下 の ウ ロコ に は 陰影 を 付け ず に お きま す 。 
し て 厚み を 感じ させ ます 。 
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和 傘 の 一 部 が 裾 に 隠れ て いる の は お か し い の で 変更 す 
る こと に し まし た 。 


隠れ て いた 和 傘 の 輪郭 線 を 別 レ イヤ ー に コピ ー し 、 上 
に 重ね ます 。 


地 色 を 塗り 、 陰影 を 追加 し て 元 の 傘 と つなげ て いき ま 
す 。 


袖 に 鐵 の 陰影 を 描き 加え ます 。 


141 


憶 S 幣 > 幸夫 


モノ クロ 下絵 の ベー ス が で きま し た 。 こ の 時 点 で いっ た ん 彩色 し て か ら 細 か い パ ー ツ を 加え て いき ます 。 


下絵 は レイ ヤー を 結合 し て 1 枚 に 集約 し 、 彩色 を 始め 上 に 重ね た [カラ ー] モ ー ド の レイ ヤー に 、 下絵 へ の 反 
ます 。 映 具合 を 見 な が ら 色 を 重ね て いき ます 。 


ひと と お り 塗 り 終 えた 最初 の [カラ ー] モ ー ド レイ ヤー 
で す 。 
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2 


ウロ コ の 色 を [カラ ー] モー ド で 加え ます 。 グリ ザイ ユ 特 有 の くす み の あ る 色合い な の で 調整 レイ 
ヤー を 重ね ます 。 


民 ーS 凝 < 宣 


調整 レイ ヤー は [オー バー レイ ] モ ー ド で 描い て いま す 。 明る く 鮮 や か な 色合い に な り ま し た 。 


144 


水面 の 浮き 草 を グレ ー で 描き 加え ます 。 


乗算 100! 


履い 焼き 発光 
1003 


[乗算 ] と [覆い 焼き (発光 )] を [クリ ッ ピ ング ] で 重 
陰影 を 強調 し ます 。 


き 


さら に [乗算 ] で 葉脈 な どの ディ テー ル を 加え 、[ カ 
ラー] モ ー ド で 色 を 付け ます 。 


扶 >O 英 っ 


浮き 草 の 完 成 で す 。 
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殿 S 凝 x 宣 
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( 


2 


大 雑 把 に 彩色 し て みる と あちこち 修正 が 必要 な こと に 描き 足し た 追加 の 下絵 レイ ヤー は 結合 せ ず に お きま 
気がつい た の で 、 下絵 に 描き 加え る こと に し まし た 。 ま す 。[ ク リッ ピン グ ] で マス ク と し て 使う た めで す 。 
ず は 背景 を 明る くし ます 。 


着物 や ウロ コ の 陰影 も 追加 し ます 。 


水面 が どう し て も 不 自然 に 感 
特に 右 袖 の 喫水 線 の パー ス に 違和感 が あり ます 。 


水面 の ハハ イラ イト を 全体 に 増量 し 、 光 の 屈折 を 加え ま 違和感 を 感じ た り 、 不 自然 に 思っ た ら 路 踏 せ すず に すぐ 
す 。 に 修正 する こと に し て いま す 。 
さら に 右 袖 を 描き 足し て 喫水 線 の 狂い を 正 し ま し た 。 


IF 
アン | 
3 
和 
装 
の 
人 
魚 
さら に 水面 に 映る 浮き 草 の 影 も 加え ます 。 浮き 草 を 重ね て み ま し た 。 


大 幅 な 修正 作業 で し た が 、 パ ー ス の 違和感 が な く な り 、 
質感 が か な り 向 上 し まし た 。 
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名 と 9 光 半 o 専 電 


修正 し た モノ クロ 下絵 に 彩色 用 の レイ ヤー を 乗せ 直し 顔 を さら に 明る くす る た め に [スク リー ン ] モ ー ド で 薄 
ます 。 い 白 を 重ね ます 。 


y 


か な り 明 る く な り ま し た 。 下絵 の 背景 を 明る くし た 分 、 明 る い 色 に 塗り 替え ます 。 
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EE 聞 


風鈴 の ハイ ライ ト を [通常 ] モ ー ド で 描き 足し ます 。 明暗 の バラ ンス を 絶え ず チ ェ ッ ク し な が ら 作 業 を 進め 
て いき ます 。 


短冊 が 暗い の で 、[ ス クリ ー ン ] モ ー ド で 明度 を UP し 着物 が 無地 の まま で は 寂し い の で 模様 を 付け て いき ま 
ます 。 す 。 
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SN 
| ン | 


web 上 の 画像 な ど 参 考 に し て ベー ス と な る 花 柄 を 描 パー ス は 付け ず に 純粋 に 「 柄 ]」 と し て 描い て いき ます 。 


いて いき ます 。 
柄 は くっ きり と 塗り 分 けた い の で 、 線画 か ら 起こ し て 
いき ます 。 
mmN 2 
| 
| 
-} 
和 
装 
の 
深 
魚 
[クリ ッ ピ ング ] で 色 を 塗っ て いき ます 。 線画 に も クリ ッ ピ ング で 色 を 付け ます 。 
線画 や 陰影 の レイ ヤー は 色 人 替え に 対応 する た め 結合 し 
な いで お きま す 。 
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[オー バー レイ ] を 重ね 、 少 し 彩 度 を 上 げ ま す 。 複製 し た も の を 縮小 、 色 替 え し て 配置 し 、 菊 の 花 を 追 
加 し て いき ます 。 


菊 の 花 も 同じ く 線画 か ら 描い て 陰影 を 付け ます 。 [カラ ー] モ ー ド で 色 を 付け て いき ます 。 
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名 と 9 端 半 < 宰 幸 
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出来 上 が っ た 菊 の 花 も 複製 し て 配置 し ます 。 


蝶 の 柄 を 加え ます 。 


[カラ ー] モ ー ド で 色 を 還 


昌 ね ます 。 


完成 し た 蝶 を 複製 し て 配置 し 、 柄 の 1 
し た 。 


位 が 完成 し ま 


花 柄 だ け で な く 、 着物 に 下地 と な る 渦巻 模様 を 描き 加 
えま す 。 渦巻 き 模様 は 着物 の 立体 に 治 う よう に 描い て い 
ます 。 


花 柄 を 複製 し て 水面 に まで 配置 し ます 。 


渦巻 を [カラ ー 


着物 か ら は み 


] モ ー ド で 金色 に 染め ます 。 


せま す 。 


H し た 花 柄 を メッ シュ 変形 で 水面 に 合わ 
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玉 と ら 敵 当 で き 二 語 店 
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花 柄 は 着物 か ら 流れ 出し て いく イメ ー ジ で す 。 


へ 


別 の 花 柄 や 金粉 の シル エッ ト を 描き 起こ し 、 これ も 複 
製 / 変 形 を 繰り 返し て いき ます 。 


水面 を 花 柄 が 流れ て いく よう に 複製 / 変 形 を 繰り 返し 
て 配置 し ます 。 


最初 に 3 パター ン 程 度 の 配置 替え 画像 を 作り 、 複製 を 
配置 し て か ら 変 形 さ せ て いき ます 。 


水面 に 合わ せ て 変形 させ る の で 、[ デ コレ ーション ブラ 
シ ] 化 は あえ て し ませ ん で し た 。 


さら に 


い 飛 涼 も 


時 ね て 密度 感 を UP し ます 。 


瞳 に ハイ ライ ト を 加え 、 髪 の ハ イラ イト に 色 を 付け ま 
し た 。 


袖 に さら に 金 の 筆 文 字 風 の 模様 を 追加 し て み ま し た 。 


[スク リー ン ] モ ー ド の 調整 レイ ヤー で 水面 や 瞳 の 色 を 明 
る くし ます 。 

袖 の 新しい 模様 が うる さい 気 が し た の で いっ た ん 外し 
て み ま す 。 


陰影 の メリ ハリ 感 が た 失わ れ て し まっ た の で 調整 レイ 
ヤー を 削除 し て 元 の 状態 に 戻し ます 。 
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江 と 市 当 避 


名 と 9 幣 半 o 専 電 
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尾びれ に 影 色 を 追加 し て 配色 バラ ンス を 整え ます 。 


袖 の 模様 を 再度 配置 し ます 。 


画面 の 密度 感 を 調整 する た め に 、 桜の 花びら の [デコ 
レー ショ ン ブ ラ シ ] を 作成 し ます 。 
[デコ レー ショ ン ブ ラ シ ] の 設定 の 仕方 は 7 章 を 参照 し て 
くだ さい 。 


作成 し た [デコ レー ショ ン ブ ラ シ ] で 桜の 花びら を 密度 
の 薄い 箇所 に 散り ば め ま す 。 


64 調整 エフ ェクト 


調整 レイ ヤー と し て 、 グ ロー 効果 を 加え ます 。 

まず 、 ここ まで の レイ ヤー を 全て 複製 し た も の を 1 枚 
の レイ ヤー に 結合 し 、[ 編 集 ] > [色調 補正 ] で 明る さ を 
-50、 コ ント ラス ト を †30 に 調整 し ます 。 

次 に [フィ ルター] > [ぼかし ] > [ガウ ス ぼ か し ] で [ ぼ 
か し 範囲 ] を 30 に し た も の を 、[ ス クリ ー ン ] モ ー ド で 重 
ね ます 。 

こう する と [グロー 効果 ] が 加わ り 、 全体 に も ちや の よう 
な 独特 の 光沢 が 加わ り ま す 。 

帯 の 色 な ど 微 妙 に 暗かっ た 色 味 が 彩 度 を 増し た 色 に な 
り ま し た 。 


深 と 9 般 当 " き 
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和 傘 が 無地 の まま だ と 寂し い の で 模様 を 加え る こと に 
し ます 。 


風鈴 の 描か れ た レイ ヤー の 下 に 、[ 通 常 ] 
明 の 白 帯 を 描い て 重ね ます 。 


半 透 明 な の で 白 帯 の と ころ どこ ろ に 下地 の 赤 が 透け て 
手描き 感 の ある 模様 と な り ま し た 。 


プリ ズム 光 を [スク リー ン ] で 加え ます 。 


* 半 透 


プリ ズム 光 が 入 っ た た め に 瞳 が 少し 弱く な っ て し まっ 


た よう で す 。 


瞳 に ハイ ライ ト を 追加 し ます 。 


グロ ー 効 果 を 重ね た せ 
の 細か い デ ィ テ ー ル を 再 


いで 飛ん で し まっ た 服 の 鍛 な ど 


度 追 加 し ます 。 


前 髪 の ハ イラ イト を 白 に 戻し 、 プ リズ ム 光 を 追加 し ま 


す 。 


最後 に 瞳孔 に 赤 を 入れ て 


ヂカラ を 強化 し まし た 。 
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避 ーS 路 > 幸夫 


油 S 幣 < 宰 幸 
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エフ ェクト と ディ テー ル が 乱舞 


ます る 、 作 例 3 和装 の 人 魚の 完成 で す 。 


解説 し て いき ます 。 


hG 
や 
尋 
| 
ロリ 
nn 
FN 
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IN 
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装 
) 
公選 
回 
加 く 
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NN 
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へ 
内 
用 5 
の 
ト 


NisN に | 


1 4 エフ ェクト の 描き 方 


定番 の 各種 エフ ェクト の 描き 方 で す 。 
3 章 で 解説 し た 各種 合成 モー ド を 駆使 し て 、 効率 的 な 
エフ ェクト の 描き 方 を 紹介 し て いき ます 。 


さら に 、 エ フェ クト の 活用 の 幅 を 広げ る オリ ジ ナ ル [ デ 


コレ ーション ブラ シ ] の 作成 方 法 も 紹介 し て いま す の で 、 
みな さん も ぜひ 挑戦 し て みて くだ さい 。 


背景 が 明る い 場 合 と 暗い 場合 の 2 種類 の 談 の 描き 方 を 紹介 し ます 。 


背景 


最初 に 黒 一 色 で シル エッ ト を 描き ます 。 


複製 し た も の を 1 段 低 い ト ー ン の 赤 で 塗り つぶ し 、 一 


レイ ヤー を 追加 し 、[ ク リッ ピン グ ] で 大 雑 把 に 黄色 一 


り 拡大 し て 「 縁 取り 」 を 作り ます 。 


回 


赤 の グラ デー ショ ン を 着色 し ます 。 
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[加算 (発光 )] レ イヤ ー を [クリ ッ ピ ング ] で 重ね て 発 


光 感 を 加え ます 。 


[指先 ] ツ ー ル で それ っ ぽく 変形 させ ます 。 


較 S| 
| ン | 


複製 し た も の を [編集 ]>[ 


色調 補正 ]> [色相 ] +16 


で 調整 し 、 強 め に [ガウ ス ぼ か し ] を か け ま す 。 


出来 上 が っ た 
す 。 


レア を [乗算 ]50% で 


ね て 完成 で 
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遂 暴 プア NHx 四 


中 アデ さ HN 届 


背景 が 暗い 場合 、 フ レア を より 目立た せ 、 火 花 な ど 、 


明る い 背 景 で は 見 え づ ら か っ た パー ツ を 追加 し ます 。 


ア を 2 種類 、[ ス クリ ー ン ] 1009% で 重ね ま 


バリエ ーション と し て 、 背景 が 暗い 場合 の 炎 を 作り ま 炎 の フレ 
す 。 す 。 


複製 し 、 ガ ウス ぼかし を か けた も の を 火の粉 の フレ ア 
と し て 重ね て 完成 で す 。 
[加算 ] や [加算 (発光 )] な ど は 一 切 使っ て いな い の で 、 
デー タ が 化け る こと な く 、 この まま Photoshop で 読み 
込め ます 。 


飛び 散る 火の粉 を まず は 単色 で 描き ます 。 
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合成 モー ド に 頼ら な い 発 光 感 の 描き 方 で す 。 
通常 モー ド だ け で 描く の で 、 他 ソフ ト へ の コン バー ト な ど に よる ギャ ッ プ が 生じ ませ ん 。 


見 や すく する た め に 黒 で 背景 レイ ヤー を 塗り つぶ し た 
ら 、 白 色 で 稲妻 の シル エッ ト を 描い て いき ます 。 


さら に [ガウ ス ぼ ぽか し ] を 強め に か け ま す 。 


複製 し た も の を [クリ ッ ピ ング ] し て 彩色 し ます 。 


最初 に 描い た 
ば 、 発 光 感 の ある 稲妻 の 出来 上 が り で す 。 


この 稲妻 は [ カ 


い 稲 妻 の シル エッ ト を 上 に 重ね て や れ 


算 (発光 )] な どの 合成 モー ド を 一 切 使 


用 し て いな い の で 、 その まま Photohop に コン バー ト し 


て も 、 ギ ャ ッ プ が 生じ ませ ん 。 


テア NH\ 引 


Wt 


igANisN に | 
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爆発 


[ぼかし ] を 部 分 的 に か ける こと に よっ て 、 爆 発 に 動き を 付け ます 。 


最初 に 黒 一 色 で シル エッ ト を 描き ます 。 レイ ヤー を 追加 し 、[ ク リッ ピン グ ] し て グラ デー ショ 
ン で 着色 し ます 。 


最初 に 黒 一 色 で シル エッ ト を 描き ます 。 同様 に し て すこ し 明る め の グ ラ デ ー シ ョ ン で 着色 し ま 
す 。 


ら に 色分け され た パー ツ を 描き 


重ね 合わ せ て 色 の バラ ンス を 検討 し ます 。 


[オー バー レイ ] で 調整 


上 煙 の ペー ス と な る パー ツ を 重ね ます 。 
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漠 喘 テ さ HyY 同 


iuyANIEN に | 
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複製 を の っ セット つく り 、 それ ぞ れ 1 レイ ヤー に 結合 し 
ます 。 

] 枚 を 赤 で 塗り つぶ し て シル エッ ト 化 し 、 強め に [ガウ 
ス ぼ ぽか し ] を か け 、 最 下 層 レ イヤ ー に フレ ア と し て 配置 
し ます 。 


[オー バー レイ ] 100% で 中 心 部 分 と 外周 部 分 に コン 
トラ スト 差 を 付け て いき ます 。 


も う 一 枚 の 複製 に は 強め の [ガウ ス ぼ か し ] だ け を か 


け 、[ ス クリ ー ン ] 10096 で 上 に 


ね ます 。 


南 の か か っ た よう な 淡い 発光 感 が 加わ り ま し た 。 


火の粉 な ど を [リニア ライ ト ] で 重ね ます 。 
これ で 完成 と し て も いい の で す が 、 若干 動き に 逐 し い 


印象 で す 。 


そこ で 全体 を 複製 し 、] レイ ヤー に 結合 し た も の に 
[フィ ルター] > [ぼかし ] > [放射 ぼかし ] で 放射 状 に ぽ 
か し を か け ま す 。 


全体 を ぼかす の で は な く 、 キ ノコ 雲 部 分 な ど 、 動き の 
な い 部 分 に [レイ ヤー マス ク ] を か け て メリ ハリ を 付け て 
いき ます 。 


ぼかす 前 と ぼかし た 後 の 比較 画像 で す 。 


[オー バー レイ ] で 色 を 重ね 、 色調 補 


FE を か け て 完成 で 


す 。 
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骨 如 プア YHx 目 


NisN に | 


発光 パタ ー ン の 違う 球体 を 描き 分 け て いき ます 。 


@ 


黒 BG に [Shift] キ ー を 押し な が ら [ 椿 円 選択 ] で 正 円 [自動 選択 ] さ れ た 白 円 の 内 側 に 、 逆光 が 当たっ て で き 
訳し 、 白 で 塗り つぶ し ます 。 る 球 の 輪郭 を 描き 込み ます 。 
この 正 円 は 単なる ガイ ド な の で 、[ 自 動 選 択 ] で 正 円 を 内 側 に 行く に つれ て グラ デー ショ ン さ せ て いき ます 。 


選択 し た ら 表 示 を 切っ て し まい ます 。 


手前 に 発光 度合 い の 異 な る 球 を 追加 し ます 。 


輪郭 の 描か れ た レイ ヤー と 黒い BG と の 間 に レ イヤ ヨ 
を ら 枚 追加 し 、 それ ぞ れ に 黄色 と 白 の グラ デー ショ ン で 発光 パタ ー ン を 変え た 球 を 複数 配置 する こと で 、 奥行 
フレ ア を 描い て いき ます 。 白い フレ ア は 円 の 内 側 に だ け き 感 を 演出 し ます 。 
適用 し ます 。 

フレ ア 素 材 は [ガウ ス ぼ ぽか し ] を か け て お きま す 。 


[ハー ドラ イト ] モ ー ド で 、 それ ぞ れ の 光 球 に フレ ア を クロ ス 光 を 通常 の 白色 で 描き 足し ます 。 

追加 し て いき ます 。 クロ ス 光 は 、 輪郭 の いち ば ん 明る い 白 い 部 分 の 近く に 
中 心 の 光 球 の も の と 少し 違っ た 色 の フレ ア に する と さ 配置 し ます 。 

ら に 奥行 き 感 が 出 ます 。 


クロ ス 光 の 下 に レイ ヤー を 追加 し 、[ リ ニア ライ ト ] 自ら 光 を 放つ も の 、 透明 度 が 高い 材質 の も の 、 逆光 に 


モー ド で クロ ス 光 の フレ ア や 補正 用 の 色 を 描き 足し ま よっ て 輪郭 が 浮か び 上 が る も の な ど 、 様々 な 光 球 が 揃い 
す 。 まし た 。 


骨 如 プア NH へ x 目 


選 喘 ププ さ YH 敵 
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水しぶき 


シル エッ 


ト に [クリ ッ ピ ング ] で 庶 調 を 塗り 重ね て いき 、 


さら に [レイ ヤー マス ク ] で 部 分 的 に 背景 を 透かし て 透明 な 水 の 質感 を 演出 し ます 。 


最初 に 黒 一 


色 で シル エッ ト を 描き ます 。 [クリ ッ ピ ング ] し て 青 の グ ラ デ ー シ ョ ン を 重ね 塗り ま 
す 。 


さら に レイ 
階 調 を [スク ! 
す 。 


ヤー を 追加 し 、 ハ イラ イト や 中 間 色 な どの 色調 補正 と し て 、 [オー バー レイ ] 1 0096 で 全体 に 色 を 
リー ン ] モー ド 10096 で 描き 重ね て いき ま 描き 足し 、 コ ント ラス ト な ど を 整え ます 。 


最初 に 描い た 黒 の シル エッ ト の 複製 を 濃い 紺色 で 塗り 
つぶ し 、[ ガ ウス ぽか し ] を 強め に か け ま す 


育 景 が 暗い 色 の 場合 、 部 分 的 に [レイ ヤー マス ク ] を か 
け て 背景 の 色 を 透け させ る と さら に リア ル に な り ま す 。 
上 図 の 赤い 部 分 が [レイ ヤー マス ク ] に よっ て 透け る 部 
分 で す 。 


一 番 下 の レイ ヤー に 置き 、 フ レア 感 を 加え ます 。 


最後 に 調整 用 の 深い 紺色 を [リニア ライ ト ] で 重ね た 


ら 、 透 明 感 の ある 水しぶき の 完成 で す 。 
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道 難 プ NHx 貼 


漠 員 YHN 敵 
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(に _ 水 ・ ク リス タル 
[覆い 焼き (発光 )] な どの 合成 モー ド を 駆使 し て 、 
大 雑 拒 に 描か れ た も の に リア ル な クリ スタ ル の 質感 を 持た せま す 。 


3 


黒 で 水 の シ ル エ ッ ト を 描き ます 。 クリ ッ ピ ング で 薄め の 紺色 に 着色 し ます 。 


すす 


筆 や マー カー で 大 雑 把 に 明暗 を 描き 足し ます 。 氷 の 面取り を 考え な が ら 馴染 ませ て いき ます 。 多少 の 
筆跡 な ど は 残っ て いて も か まい ませ ん 。 
むし ろ 雑 な くら いな 方 が 、 後 々 効果 的 で す 。 


[編集 ] > [色調 補正 ]> [明る さ ・ コ ント ラス ト ] で コン 
トラ スト を +40 に 上 げ て メリ ハリ を 付け ます 。 


加算 (発光 ) 


5096 


[加算 (発光 )]509% で フレ ア を か け ま す 。 


複製 し た も の を [ 徐 い 焼き (発光 )] モ ー ド 60% で 
ます 。 
[覆い 焼き (発光 )] で 重ね る こと で 、 発 光 感 と コン トラ ス 
ト が より 強調 され 、 残っ て いた 筆跡 は ほとん ど 消 えて し 
まい ます 。 


最後 に ハイ ライ ト を 、[ オ ー バ ー レ イ ] モ ー ド の 白色 で 
描き 加え 、 面 の 境界 を 際立た せ て 完成 で す 。 
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漠 喘 YHyY 還 


骨 帰 プ さ ロ 日 
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= 


単に 発光 感 を 加え る だ け で な く 、[ 放 射 ぼ ぽか し ] の 中 心 を あえ て ずら し て 
躍動 感 を 生じ させ ます 。 


い BG に 色 で ビー ム の シル エッ ト を 描き ます 。 


出来 上 が っ た 白 


を 


意 し ます 。 


P 心 部 に フレ ア を [加算 (発光 )] 100% で 二 


の 「 ビ ー ム シル エッ ト 」 レ イヤ ー を 複 
製 し [クリッピング] で ライ トブ ルー に 塗り 替え た も の 


時 ね ます 。 


[ガウ ス ぼ ぽか し ] を 強め に か けた も の を [加算 (発光 )] モ ー 
ド で 白い [ピー ムシ ル エ ッ ト ] レイ ヤー と 黒 の BG レ イ 
ヤー の 間 に 挟 み 込む と 、 ビ ー ム に フレ ア 感 が で ます 。 


最後 に [放射 ぼ ぽか し] を か け ま す 。 放射 の 中 心 を 少し ず 


らし た と ころ に 設定 する と 、 独特 の ヨ 
パワ フル な ビー ム と な り ま す 。 


E ん だ ブレ が 


[放射 ぼかし ] の 設定 は 以下 の と お り で す 。 


[ほか す 範 囲 ] 11.00 
[ほぼ か す 位 置 ] 前 後 
[ぼかす 方 法 ] 滑ら か 


E じ て 


(町 撃 ( 刀 の 軌跡 ) 


[移動 ぽか し] に よる 残像 を 加え る こと で 衝撃 や 躍動 感 を 演出 し ます 。 


黒い BG に 


色 で シル エッ ト を 描き ます 。 複製 し た ブル ー の シル エッ ト に [ガウ ス ほ ぼかし] を 強め 


刀 な どの 軌道 を 表す 場合 は 、 刀 の 動き を 想定 し て 弧 を に か け 、 白い シル エッ ト の 描か れ た レイ ヤー の 下 に 配置 


描き ます 。 


し て 発光 感 を プラ ス し ます 。 


複製 し た も の を [クリ ッ ピ ング ] で ブル ー に 塗り ます 。 


[ほか す 範 囲 ] 20.00 
[ほか す 方 向 ] 180* 
[ほか す 位 置 ] 前 後 
[ほか す 方 法 ] ボッ クス 
さら に 複製 し て 結合 し た も の に [移動 ぼかし] を い シ ル エ ッ ト を 透明 度 30 パ ー セ ント 、 最上 位 に ある レイ 
か け て 残像 感 を 付け ます 。 ヤー を [オー バレ イ ] 10096 に 設定 し ます 。 


複製 し 、 間 の レイ ヤー に 白い シル エッ ト を 挟み 発光 感 と 残像 感 が 強まり 完成 で す 。 


込み ます 。 
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導 難 NHx 貼 


展 喘 アベ YH 


魔法 陣 
[対称 定規 ] で 魔法 陣 を 描き 、[ 移 動かし] で 簡単 に 照射 フレ ア を 作り ます 。 


定規 作成 対称 定規 


線 の 本 数 


Y 線 対 称 


[対称 定規 ] 機 能 を 活用 し て [魔法 陣 ] を 描い て いき ます 。 [対象 定規 ] の [ツー ルプ ロ パ ティ ] を 開き 、 全 項目 ([ 線 対 
[表示 メニ ュー] の [特殊 定規 に スナ ッ プ ] に チェ ッ ク が 称 ][ 角 度 の 刻み ] [編集 レイ ヤー に 作成 ]) に チェ ッ ク を 入 
入っ つて いる か 確認 し た ら 、[ ツ ー ル メニ ュー] に ある 三角 れ ま す 。 

定規 型 の [定規 アイ コン ] を クリ ッ ク し て [サブ ツー ル パ [ 線 の 本 数 ] は 16 本 、[ 角 度 の 刻み ] を 15" に 設定 し ま 
レッ ト ] の 中 か ら [対象 定規 ] を 選択 し ます 。 す 。 


し) 
4 


キャ ン バ ス の 任意 の 点 を クリ ッ ク す る と 、 そこ を 中 心 ブラ シ に 切り 替え る 前 に [対称 定規 ] モ ー ド の まま キャ 
と し て 15* ずつ 回 転 し た 16 本 の 線 分 が ガイ ド と し て 表 _ ン バス 内 を クリ ッ ク し て し まう と 、 そこ を 中 心 に 新しい 

示さ れ 、1 6 対称 モー ド に な り ま し た 。 対称 ガイ ド が 設定 され て し まう の で 注意 し て くだ さい 。 
ブラ シ に 切り 替え て 魔法 陣 を 描い て いき ます 。 間違っ て クリ ッ ク し て し まっ た 場合 は アン ドゥ で いっ 
た ん 戻り 、[ 対 称 定規 ] モ ー ド か ら ブ ラ シ に 切り 替え ます 。 
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育 景 を 黒 に し て 、 白 で 描い て いき ます 。 
キャ ン バ ス に ペン 先 を 落と し た 瞬間 、 残り の 15 個 分 
が リア ル タ イ ム で 反転 コピー され て いき ます 。 


[自由 変形 ]([CTRL]+ [SHIFT]+ [T]) で 床 面 に 接し 
て いる よう に 魔法 陣 を 変形 し ます 。 


別 レ イヤ ー に 外周 に 合わ せ て 縁取 り の 円 を 描き 、 結合 


し て 魔法 陣 の 完成 で す 。 


複製 し た 魔法 陣 に 、[ フ ィ ル ター]> [ぼかし ]> [移動 
ぼ ぽか し] を か け ま す 。 

設定 は 

[ぼかす 範囲 ] 100.00 

[ぼかす 方 向 ] 90* 


漠 員 アテ さ HY 貞 


に ys=NI | 


遂 


[自由 変形 ] で 上 部 が 開い た 形 に 変形 し 、 不 必要 な 部 分 を [クリ ッ ピ ング ] で 色 を 乗せ た ら 照 射 フ レア の 出来 上 が 


消し 込ん だ り 、 描 き 足 し た り し て 整え て いき ます 。 り 。 
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で 描き 足し て いき ます 。 


[魔法 陣 ] の 上 に 重ね て 表示 する と 上 図 の よう に な り ま 空中 に 飛散 する オ を 
す 。 


オー ブ を 複製 し た も の に [ガウ ス ぼ ぽか し ] を 強め に か 
け 、[ ク リッ ピン グ ] で 緑色 を 重ね て [オー ラ ] に し ます 。 


[魔法 陣 ] の 上 に 重ね て 表示 し 、 さら に 魔法 陣 に 黄色 の 
フレ ア 光 を [スク リー ン ]5096 で 重ね ます 。 


[オー ラ ] の 上 に ぼかし て いな い [ オ ー ブ ] を 重ね て 発光 
感 の ある [オー ブ ] 光 の 出来 上 が り 。( 上 図 は 見 や すい よう 
に 拡大 し て いま す ) 


上 空 に [スク リー ン ]80% で 青い [差し 


全体 的 な 雰 


囲 


気 を 作り 完成 で す 。 


色 ] を 乗せ て 、 
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テ N\H\ 引 


tH 


2 】 デコ レー ショ ン フ ラ シ の 設定 の 仕方 


作 し た エフ ェクト 類 を [ブラ シ 先 端 画像 ] と し て 登録 し て オリ ジ ナ ル の デコ レー ショ ン ブ ラ シ を 制作 し ます 。 


桜の 花びら が 舞 散る ブラ シ を 作成 し て いき ます 。 それ ぞ れ の 花びら を 拡大 縮小 や 回 転 、 変形 させ な が ら 

まず それ ぞ れ 異な る 角度 か ら 見 た 桜の 花びら を 9 枚 作 組み あわ せ 、 ば ら ば ら に 配置 し た も の を 3 種類 (3 レイ 
成 し ま す 。 背 景 は 透明 色 で す 。 ヤー 分 ) 作 成 し ます 。 

これ を 加工 し た も の を ブラ シ の 先端 に 登録 し て いき ま この 時 点 で 、 あえ て 中 心 に 置か ず に あちこち 偏ら せ て 
す 。 配置 し て お いた ほう が より ラン ダム 感 を 演出 で きま す 。 


[素材 の プロ パテ ィ ] ポ ッ プ アッ プ が 開き ます 。 
[素材 名 ] を 付け 、[ ブ ラ シ 先 端 形状 と し て 使用 ] に チェ ッ 
ク を 入れ 、[ 素 材 保存 先 ] を [画像 素材 ] > [ブラシ] に し 、 
[OK] を クリ ッ ク し て 登録 完了 で す 。 

[素材 名 ] は 頭 に 記号 な ど 入 れ て お く と 、 あと で ブラ シ 
に 登録 する と き に 検索 し や すく な り ま す 。 


ラ シ 先 端 用 の 画像 が 用 意 で きた ら [編集 ]> [素材 登 無事 に 登録 され て 
録 ]> [画像 ] を クリ ッ ク し ます 。 いれ ば 、 左 図 の よう 
に [素材 パレ ッ ト ] に 
登録 し た 画像 が 表示 

され て いま す 。 
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*e 模様 


ほれ 


ほれ 五角 形 


3 種類 すべ て の 花びら を 登録 し 終え た ら 、[ デ コレ ー 
ショ ン ] ア イコ ン を クリ ッ ク し 、 サ ブツ ー ル メニ ュー を 表 
示し ます 。 

次 に 、 デ コレ ーション ブラ シ の カテ ゴリ か ら 今 回 の も 
の に 合っ て そう な [自然 風景 ] を 選択 し ます 。 


*e 根 欄 


ママ 3 
eae し そこ 


[小石 ] ブラ シ を 選択 し て 右 ク リッ ク す る と ポッ プア ッ プ 
メニ ュー が 開く の で 、[ サ ブツ ー ル の 複製 】 を クリ ッ ク し 
ます 。 


*s 模様 


で コ 
ュー Cr 


[自然 風景 ] の プリ セッ トブ ラ シ を ひと と お り 試 し て み 
て 、[ 小 石 ] ブラ シ が 花びら が 乱舞 する 今回 の イメ ー ジ に 
合っ て いた の で これ を 複製 改造 し て オリ ジ ナ ル の デコ 
レー ショ ン ブ ラ シ を 作成 する こと に し ます 。 


直接 描画 


処理 : ブラ シ 


ウール 7 イズ D «< 


P イ の 背 時 色 (G) 


[サブ ツー ル の 複製 ]】 ポ ッ プ アッ プ が 表示 され る の で 、 オ 
リ ジ ナ ル デ コ レー ショ ン ブ ラ シ の 名 前 を 付け て OK を ク 
リッ ク し ます 。 
[サブ ツー ル の 複製 ] で は な く [カス タム サブ ツー ル の 作 
成 ] で まっ た く の ゼ ロ か ら オ リ ジ ナ ル ブ ラ シ を 作る こと 
も で きま す が 、 多 く の パ ラメ ー タ ー を 調整 し て イメ ー ジ 
に 合っ た ブラ シ を 作る に は 手間 や 時 間 が か か り ま す 。 
イメ ー ジ に 合っ た プリ セッ トブ ラ シ を 複製 し て 、 先端 
画像 を 差し 替え て や る だ け の お 手軽 方 法 で も 、 充分 効果 
的 な ブラ シ が 作れ る の で 個人 的 に 複製 く 改造 を 強く オス 
ス メ め し ます 。 
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遂 召 ア NYHx 周 


骨 暴 プ さ 日 


1000 


ほか し 虹 


100 
砂 煙 


岩 者 


サブ リー ル 双 編 バ レット] を 表示 し 、 介 革 ECE LT 


[ 舞 桜 ] ブラ シ が 新規 ブラ シ と し て パレ ッ ト 内 に 登録 され [ツー ルプ ロ パ ティ ] に 表示 を 切り 替え た ら 、 さら に 右 下 


まし た 。 


の スパ ナ の 形 の アイ コン を クリ ッ ク し ます 。 


ブラ シ 名 称 が [ 舞 桜 ] に な っ て いる だ け で 、 中 の 設定 は [サブ ツー ル 詳 細 パ レッ ト ] を 開き 、 い よい よ ブ ラ シ 先 端 
当然 [小石 ] ブラ シ の まま で す 。 を 登録 し た [花びら ] に 変更 し て いき ます 。 
[ツー ルプ ロ パ ティ ] を クリ ッ ク し ます 。 


| パレット] ポッ プア ッ プ か ら [ブラ シ 先 ゴミ箱] アイ コン の 隣 に ある [ 右 下 カー ル し て いる 紙 ] の 


端 ] を 選択 し 、[ 素 材 タ ブ ] を ダブ ルク リッ ク す る と 、[ 小 。 アイ コン を クリ ッ ク し 、[ ブ ラシン 先 端 形状 の 選択 ] ウ ィ ン 


[サブ ツー ル 詳 細 
石 ] ブ ラ シ に 使 
ます 。 


され て いる 先端 画像 の 一 覧 が 表示 され ドウ を 開き ます 。 


[Shift] キ ー を 押し な が ら ク リッ ク で すべ て の 先端 画 
像 を 選択 し 、 右 下 の [ ゴ ミ 箱 ] ア イコ ン で 削除 し ます 。 
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左上 の ルー ペア イコ ン を クリ ッ ク し 、 先端 用 の 画像 の 
名 前 の 一 部 (この 場合 「 花 びら ) を 入力 する と 上 図 の よう 
に 関連 し た 素材 画像 が サム ネイ ル 表 示さ れ ま す 。 

画像 を タッ プ す る と 色 が 変わ る の で 、[OK] を クリ ッ 
ク し て ブラ シ 先 端 に 登録 し ます 。 

※ 画 像 を ダブ ルク リッ ク し た だ け だ と 登録 で き な い こと 
が ある の で 注意 し て くだ さい 。 


黄色 い 線 で 


時 まれ て いる 各 ア イコ ン を クリ ッ ク す る と 
パラ メー タ 調 整 用 の 各種 ウィ ンド ウ が 開き 、 ブ ラ シ の 形 
状 な ど を 細か く 設 定 す る こと が 可能 で す 。 

し か し 慣れ な いと な か な か が 思い 通り に 調整 で き な い の 
で 、 プ リセ ッ ト で 設定 され て いる 数 値 は 一 切 さ わら な い 
よう に し て いま す 。 


素材 登録 し て いた 3 つ す べ て の [花びら ] を ブラ シン 先 端 
画像 に 登録 し 終わ り ま し た 。 


次 に 左 メ ニュ ー の [スト ロー ク ] を クリ ッ ク し 、 先端 画 
像 が 表示 され る 間隔 を 調整 し ます 。 
[間隔 ] ゲ ー ジ を スラ イド させ る と 、 ウ ィ ン ド ウ 上 部 に 表 
示さ れ て いる ブラ シス トロ ー ク 画像 も リア ル タ イ ム に 変 
化す る の で 、 イ メー ジ に あっ た 間隔 の と ころ で ゲー ジ を 
止め ます 。 
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遂 如 ア NHx 周 


これ で ブラ シ の 設定 は 完了 で す 。 サイ ズ を 変え な が ら ペ ン を 走ら せる だ け で 上 図 の よう 
「 舞 桜 」 ブ ラ シ を 使い た いと き は [デコ レー ショ ン ブ ラ シ ] な 乱舞 する 桜の 花びら が 出来 上 が り ま す 。 
アイ コン を クリ ッ ク し て や れ ば いつ で も 使用 する こと が 
可能 に な り ま す 。 


遠近 感 用 
調整 フィ ルター 
乗算 25% 


1 枚 の レイ ヤー で 描く の で は な く 、 近 距離 、 中 距離 、 速 中 距離 と 遠 距離 に 調整 フィ ルター を 乗算 で か け て や る 
距離 の 3 段階 に 分 け 、 ブ ラ シ の サイ ズ を 調整 し な が ら 描 と 、 空 気 遠 近 法 的 に 遠近 感 を 加え る こと が で きま す 。 


いて お きま す 。 


遂 難 プア さ H 
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その まま だ と 奥行 き 感 に 之 し く 、 なんとなく 物 足り な 


い 印象 だ っ た の が …… 


= mm 


100 % 通 常 


花びら (中 距離 ) 
60 % 乗 濾 
空気 遠近 フィ ルター 
100 % 通 党 

花 05G85E 郊 
100 % 通 常 

EE 


レイ ヤー 構成 は 上 図 の よう に な っ て いま す 。 


距離 ご と に 分 割 さ れ た レイ ヤー に 調整 を か ける だ け で 


一 気 に 遠近 感 が 強調 され 完成 度 が 上 が り ま す 。 


デコ レー ショ ン ブ ラ シ 化 し た エフ ェクト 類 は 非常 に 汎 


性 が 高い の で オス ス メ で す 。 
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遂 虹 ア NHx 周 
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か 


3D( モ デル 、 オ ブ ジ ェクト ) ーー ドー ドド ドド 88,122.125,127 
RUD RSE A EE 195 
HVREEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEE 16 
人 30 16.31.34.44.46 
人 REN 3.8.93.49.50.65.80.82.103 
アニ メ 塗 り POOREOOOEEEEEEOHEEEEEEEEHEEEEEOEEEEEEEEEOEEEEEEEE 8,14 
移動 ぽ が 3 sii ts dasa a iia ia Cia 177.178,179 
移動 レニ GARNER SNR ET TR RS 196 
覆い 焼き (発光 ) ee 37,39,63,72,79,145,174,175 
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144,151,167,168,169,172,175,177 
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カラ ー( 合 成 モ ー ド ) ee 48,62,66,68,70,73,104,108,112, 
119,143,144,145,151,152,153 

カラ ー パ レッ ト 16 
カラ ー 比 較 () 3RRL323 和 3 AG 45 
カラ ー 比 較 ( 明 ) eo な Sc:、9 が es RT TR C6 EE GE EEG CRE TRE RG RE DIE ER 46 
度 i 30,41,43,45,46,47,48,86 
EGE SAAR DRE SE 30,31,32,33,35,37 
ーー | 半生 19 


か 


空気 遠近 法 28,186 


クリ ッ ピ ング … tm 75,92,93,96,104,106,123,127,137,145,146,150, 
162,163,165,166,172,174,176,177,180,181 

FR bs We Rati Gi hE RR iS es 16,28,62,86 
ダグ ロー 効果 ーー ドー 157,159 
OW ce et Se Ci SX EA OE ROIS TE RR TER TR 34,42 
浴 局 千 | asbestosis vanities sit 30,31,32,33,35,46 
合成 結果 30,31,34,36 
合成 モー ド 8,11,27,29,30,39,62,63,66,75,92,100,162,165,174 
コン トラ スト …………… 28,32,33,37,41,42,45,69,119,127,157,168,172,175 
彩 朗 …… tm 14,16,26,28,47,48,63,68,73,75,83,113,144,151,157 
団 の 絶対 値 baee cns etaie att iota Est iia aie iain tv tii 42,45 
サブ ツー ル RE ROR RD RR URIS TORIES SE PRR ER TS ETD A RE 191,78,183,184 
家 民 FG EO RE RE ST NG RE RE 98 
人 中 ば St ee ei SR Sm Ra: RES 16,26,47,48,108,163 
色調 補正 ee 13,26,73,83,157,163,169,172,175 
| リト : す 2 本 127.170 
SE の の 88,179,180 
乗算 8,11,32,36,40,41,69,70,73,79,94,98,99, 
107,109,111,116,117,145,163,186 

除外 ee る sisin esieinie eee を いい SS 45 
除 代 sant ate SS ESR AESTE ESE REEDS 46,63 
水彩 塗り て eee 8,17,23 
スク リー ee 11,36,40,41,63,74,75,108,117,118,148, 


149,155,157,158,164,168,172,181 
設定 レイ ヤー moe 31,34,37,41,42,43,44,45,46,47,48 
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EE 


rt 


選択 前 R65 est る EEE ES EE TT 9 127 
選択 範囲 127 
ドー 7 41 
対 和 足る SAR RAT SRE IS RRR RR TRI TT EEE SG る 178 
8 i SAR GE DEN OE DRE 11,73,121,144,155,157 
通常 (合成 正 一 ド R) simessmeasieesresse 71,74,76,92.93.94,95,97.98.99,100,101, 

107.109.118.127.149,158,165,171 
ツー ルプ ロ パ ティ 126,127,178,184 
デコ レー ショ ン ブ ラ シ ーー 122,154,156,161,162,182,183,186,187 
7 ボー ドミ ックス RNR RS RISE RRNA 44 
7A 二 ドラ eS 41.77.171 
比較 (有明) oes oniee sation annai dss Boia wt in Saga a a 35,105,110,113 
比較 ( 暗 ) ecceeeeeeeeeeee ceeeeeeeeeeeeee cee ee ee ee ee ee 31,35,106,109 
ビ ピピッ ト ライ ヤ ト ee 49 
BS ena i a Os TE GT a EE OD RS 43 
ブラ シス トロ ー ク ee 185 
A RNS TEER A RARE ER 183,185 
= ANE RC END SI ESI RE ES ER 126 
IAT PTET IERIE EE TEETER ER EE DE Si ETRE 84,153 
本 凌 込 次 力 ラー enteethsenoeyneibaieodeieonoaeinSerecretaseses 32,33,37,73,119 
村 き 込み (U 三 ア ) <a SEE EE Ra 99 
指先 ツー ル 75,84,163 
Ne IC 43,71,78,168,171,173 
輪郭 押 時 の ees se me meyer 122;125,127:128 
DD CR VRE RIA ESR I RR RS GR As 169,172,173 


あと が き 


「 グ リザ イコ ユ 画 法 き エフ ェクト 完全 マス ター ブッ ク 」 い か が で し た 
で し ょ うか 。 

専門 学校 な ど で 講 義 を 受け 持つ こと は あり ます が 、 今回 の よう に ひ 
と つの 技法 に 関し て みっ ちり と 解説 させ て いた だ く こ と は 初め て の こ 
と だ っ た の で 、 い ろ い ろ と 至ら ぬ 点 も 多かっ た か も し れ ま せん 。 な に と 
ぞ こ ご 容赦 くだ さい 。 

普段 は 印刷 され る こと も 少な い ソ ー シ ャ ル ゲ ー ム の 世界 で 主 に 絵 を 
描か せ て いた だ いて お り ま す が 、 考 えて みれ ば この 本 は 、 私 天領 寺 セ ナ 
の 初 の 作品 集 で も ある わけ で …… い ろ い ろ 恐 縮 し て いま す 。 

本 書 が 少し で も 皆様 の お 役に立て た な ら 幸 いで す 。 


天領 寺 セ ナ 


4、5、6 章 に て 使用 され た 作例 イラ スト は 、 
(.clip) 形 式 の も の が 玄光社 Web サイ ト 
(http://www.genkosha.com/grisaille/) 
に て ダウ ン ロ ー ド で きま す 。 
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